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5１ 
これらは『わらんべ草』巻五に見える「家之系図」や自伝的部分（以下、虎明自身の言葉により「自讃」とする）、大
蔵八右衛門家文書（『日本庶民文化史料集成」四昭和別、に池田廣司氏により翻刻）等に依拠するものであったが、近年
波
文
庫
、
昭
和
Ⅳ
×
（昭和坐の「わら
いて考察された。
こ
れ
ら
は
『
わ
く
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
明
は
大
蔵
流
宗
家
の
一
三
代
に
数
え
ら
れ
る
狂
言
役
者
で
あ
る
。
父
の
虎
清
と
と
も
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
幕
府
抱
え
と
し
て
の
大
蔵
流
狂
言
の
地
歩
を
確
か
な
も
の
と
し
、
ま
た
台
本
や
伝
書
を
ま
と
め
る
こ
と
で
後
代
へ
の
礎
を
築
い
た
人
で
あ
り
、
能
に
お
け
る
世
阿
弥
に
比
す
の
は
大
げ
さ
だ
と
し
て
も
、
「
大
蔵
流
中
興
の
祖
」
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
肯
け
よ
う
。
こ
の
虎
明
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
既
に
か
な
り
詳
し
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
笹
野
堅
氏
が
同
氏
校
訂
『
わ
ら
ん
べ
草
」
（
岩
波文庫、昭和Ⅳ）の「解説」で、その著者たる虎明について紹介された。また米倉利昭氏は『わらんべ草愈騒獅）研究」
（
昭
和
垂
の
「
わ
ら
ん
べ
草
の
著
者
大
蔵
虎
明
考
」
で
、
『
わ
ら
ん
べ
草
」
研
究
の
前
提
と
し
て
虎
明
の
学
問
習
得
を
中
心
に
生
涯
に
つ
大
蔵
虎
明
上
演
年
譜
考
は
じ
め
に
橋
本
朝
生
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上
演
記
録
の
探
索
・
整
理
が
進
み
、
虎
明
が
日
々
何
を
演
じ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
倉
氏
は
『
徳
川
実
紀
』
の
演
能
記
事
に
狂
言
役
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
狂
言
界
に
お
け
る
虎
明
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
る
事
が
出
来
な
い
」
と
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
近
年
ま
た
、
台
本
や
「
わ
ら
ん
べ
草
」
以
外
の
文
書
・
伝
書
の
類
が
相
次
い
で
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
整
理
し
つ
つ
、
上
演
記
録
を
中
心
に
、
い
ま
改
め
て
虎
明
の
生
涯
を
追
う
こ
（注１）
ととしてみたい。なお父虎清については既に石塚道子氏「狂一一一戸師大蔵虎清考」（「能ｌ研究と評論』、、昭和別・５）が
備
わ
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
虎
明
は
、
「
家
之
系
図
」
に
よ
れ
ば
大
蔵
弥
太
郎
虎
清
の
子
と
し
て
山
城
国
相
楽
郡
平
尾
で
生
ま
れ
た
。
後
に
あ
げ
る
自
筆
本
の
奥
書
に見られる年齢や没年・享年から逆算して慶長二年（一五九七）、虎清が一一一一一歳の時であり、虎清はその前年、三一歳
の
時
に
狂
言
大
夫
号
を
賜
っ
た
と
「
家
之
系
図
」
に
あ
る
。
「
大
蔵
家
系
図
」
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
安
田
文
庫
蔵
岡
田
紫
男
「
猿
楽
聞
書
』
所
収
、
原
無
題
）
に
よ
れ
ば
、
母
は
金
春
座
小
鼓
方
幸
小
左
衛
門
月
軒
（
五
郎
次
郎
正
能
）
の
娘
で
、
後
に
離
別
さ
れ
、
京
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
大
蔵
弥
右
衛
門
家
と
平
尾
と
の
縁
に
つ
い
て
は
関
屋
俊
彦
氏
「
大
蔵
虎
政
と
平
尾
」
（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
別
、
平
成
皿
．
３
）
に
詳
し
く
、
祖
父
虎
政
が
織
田
信
長
よ
り
拝
領
し
た
と
い
う
知
行
地
が
明
治
初
期
ま
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
平
尾
で
生
ま
れ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
「
家
之
系
図
」
に
「
後
奈
良
二
住
ス
」
と
あ
る
移
住
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
幼
い
頃
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
幼
名
は
慶
長
一
○
年
一
○
月
四
日
の
記
録
に
「
く
ま
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
ら
し
く
、
熊
蔵
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
近
代
四
座
役者目録』（能楽史料「校本四座役者目録乞に父虎清の童名でもあったとある（ただし、記録の類には亀蔵とある）。後述
す
る
よ
う
に
虎
明
の
長
男
も
熊
蔵
で
あ
っ
た
。
「
く
ま
」
の
記
録
以
前
か
ら
弥
太
郎
の
名
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
記
録
の
整
理
に
よ
出
生
、
幼
・
少
年
期
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る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
つ
か
ら
弥
太
郎
を
名
の
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
「自讃」に五歳から稽古を始め、六歳の時春日若宮祭後日能で狂一一一一口を演じ、その頃は六歳で稽古するのは珍しかっ
た
の
で
大
夫
号
を
許
さ
れ
た
と
あ
る
。
五
歳
は
慶
長
六
年
、
こ
の
年
の
薪
能
へ
の
出
演
が
『
薪
能
番
組
』
に
よ
っ
て
確
認
で
き
、
七
年
に
も
続
け
て
出
演
し
て
い
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
記
録
が
な
い
の
は
『
薪
能
番
組
』
の
記
載
態
度
の
問
題
で
、
曲
名
・
役
者
名
を
記
し
て
い
な
い
た
め
で
、
幸
い
八
年
に
は
『
薪
芸
能
旧
記
」
に
よ
っ
て
出
演
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
後
も
続
け
て
出
演
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
（注２）
六
歳
の
大
夫
号
受
領
に
つ
い
て
は
「
家
之
系
図
」
、
同
じ
く
『
わ
ら
ん
べ
草
」
に
引
く
朝
山
意
林
庵
が
虎
清
を
讃
え
た
「
道
倫
碑
銘
」
、
間
狂
言
本
各
巻
の
奥
書
に
も
同
様
に
記
す
が
、
『
春
日
若
宮
祭
礼
能
番
組
』
に
こ
の
年
の
記
載
が
な
く
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
春
日
社
家
日
記
『
慶
長
八
年
正
月
吉
日
日
記
」
の
一
一
月
二
七
日
条
に
、
後
日
能
在
之
、
入
逢
【
】
二
果
候
、
金
剛
・
今
春
・
勧
世
二
而
候
、
弥
衛
門
子
、
地
蔵
舞
之
狂
言
沙
汰
候
、
大
夫
被
成
候
也
、
□
｛注３）
とある。実は一年後、七歳の時のことであったらしい。〈地蔵舞〉のシ｜アは幼童にふさわしい役だが、易しくはない。
演じたとすれば認められたのも肯けようか。ただし『わらんべ草」の元となった『昔語」の乾坤本（この本については
後述）の坤巻の「自讃」に当るところには「狂言ハかなづのぢざう也」の上注がある。〈金津地蔵〉の子の役ならより
幼
童
に
ふ
さ
わ
し
い
役
で
あ
る
。
な
お
『
薪
芸
能
旧
記
』
に
は
慶
長
八
年
の
十
二
日
に
、
不
腹
立
狂
言
甚
六
弥
太
良
鷺
三
人
ト
モ
ニ
太
夫
二
被
成
畢
と
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
あ
や
し
い
。
「
自
讃
」
に
は
次
に
、
慶
長
一
八
年
、
一
四
歳
の
二
月
の
末
に
初
め
て
駿
河
へ
下
っ
た
と
あ
る
。
八
○
段
の
抄
に
も
一
四
歳
で
駿
河
・
江
戸
へ
下
っ
た
と
あ
る
の
だ
が
、
慶
長
一
八
年
な
ら
ば
一
七
歳
の
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
八
○
段
抄
に
は
そ
の
前
に
、
虎
清
た
ち
が
駿
後日能在之、
能不【】。
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河
へ
召
さ
れ
た
の
を
虎
明
一
○
歳
の
時
と
し
て
い
る
。
慶
長
二
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
能
楽
四
座
の
役
者
の
大
坂
詰
が
廃され、駿河詰に改められたのは『当代記』によれば慶長一四年三月のことである。虎清は一二年に江戸、一一一一年に
駿河に出向いており、石塚氏「狂言師大蔵虎清考」が一一一一口われるように活動の重心をそちらに移しつつあったようだが、
本
格
的
に
駿
河
そ
し
て
江
戸
で
の
活
動
が
始
ま
る
の
は
一
四
年
か
ら
、
虎
明
一
一
一
一
歳
の
時
で
あ
る
。
ど
う
も
虎
明
に
よ
る
年
齢
の
記
載
（記憶とすべきか）は三年ほどずれているらしい。先の大夫号受領の年齢もやはり疑っていいようである。
駿河・江戸に下るまでの間に弟八右衛門清虎が生まれている。清虎の没年について八右衛門家文書の八右衛門家の
「由緒書』に寛文一一一年（一六七二）と一一年の一一説があり、享年は五一一一とあるので、前者とすれば元和六年生まれにな
るのだが、小山弘志氏が「伊達文庫「古之御能組」と江戸初期の能・狂言」（「東京大学教養学部人文科学科紀要」羽、
河
、
昭
和
虹
．
、
、
印
・
３
）
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
後
者
を
と
っ
て
慶
長
一
五
年
生
ま
れ
と
し
た
い
。
上
演
記
録
の
初
出
は
『
薪
能
番
組』元和八年二月一○日の、
狂
言
聟
入
大
倉
弥
太
郎
・
同
弟
で
あ
ろ
う
。
後
掲
「
南
都
両
神
事
能
索
引
」
は
「
虎
明
の
早
世
し
た
弟
ら
し
い
」
と
す
る
が
、
「
古
之
御
能
組
』
の
番
組
に
翌
年
か
ら
八
（注４）
右
衛
門
の
名
で
見
え
て
お
り
、
こ
の
弥
太
郎
弟
は
清
虎
に
違
い
な
い
。
こ
の
時
三
歳
で
は
早
す
ぎ
、
一
一
二
歳
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
すれば虎明より一一一一歳の年下になるのだが、「春日正預祐範記』元和八年三月一一一日条に、
高安太郎左衛門、夢想連歌興行、（中略）弥太郎兄弟、狂言不及是非次第、舎弟十一二ノ者也、
（注５）
と
あ
る
。
こ
の
弟
も
一
一
一
一
歳
の
清
虎
で
あ
る
。
小
山
氏
の
指
摘
に
も
拘
ら
ず
、
い
ま
だ
に
虎
明
と
清
虎
の
年
齢
差
が
二
一
一
一
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
否
定
で
き
る
。
清
虎
の
母
は
「
大
蔵
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
観
世
座
笛
方
の
春
日
市
右
衛
門
の
妹
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
以
前
に
虎
明
は
実
母
と
別
れ
た
こ
と
に
な
る
。
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こ
こ
ま
で
の
上
演
記
録
は
存
疑
の
も
の
を
含
め
て
一
五
回
。
【
別
表
と
に
弥
太
郎
と
す
る
記
録
を
す
べ
て
あ
げ
た
が
、
他
資
料
に
弥
右衛門とするものはあやしく、それらを除いて、シテを勤めたのは前述の〈地蔵舞〉の他は〈鶏聟〉など、アドは〈柿山
伏〉〈不腹立〉などで、少年の役として妥当なところであろう。
な
お
米
倉
氏
「
わ
ら
ん
べ
草
の
著
者
大
蔵
虎
明
考
」
は
虎
清
の
東
下
以
降
は
母
方
の
祖
父
で
あ
る
幸
月
軒
に
指
導
を
受
け
た
か
と
さ
れ
る
。
確
か
に
六
一
一
段
に
幼
少
の
時
「
狂
言
の
弧
、
拍
子
や
う
」
を
習
っ
た
な
ど
と
あ
る
が
、
や
は
り
狂
言
は
父
に
習
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
虎
清
は
慶
長
一
五
年
に
京
大
坂
、
一
六
年
に
和
歌
山
で
の
記
録
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
江
戸
に
居
続
け
た
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
虎
明
を
含
め
、
妻
子
は
奈
良
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
自
讃
」
に
一
八
歳
の
時
と
あ
っ
て
、
例
に
よ
っ
て
年
齢
は
あ
や
し
い
の
だ
が、駿河か江戸の藤堂和泉守邸で親鷺（宗玄）に葛城のことを尋ねられたとあるのだが、「其方ハ大和に居住なれば」
と一一一一口われたとある。奈良の居所については、八右衛門家文書の『狂言始り』の虎清の項に慶長一一○年に「弥右衛門儀
（注６）
其
頃
紀
寺
近
所
に
罷
在
候
」
と
あ
り
、
虎
清
の
移
住
以
来
、
現
在
の
紀
寺
町
の
近
く
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
真
中
は
早
世
、
也
」
と
あ
る
。
慶
長
一
八
年
、
駿
河
に
下
っ
た
年
に
は
記
録
が
六
日
分
見
ら
れ
る
。
八
右
衛
門
家
文
書
の
弥
右
衛
門
家
の
『
由
緒
書
』
に
、
慶
長
十
八
丑
年
二
月
於
駿
府
御
能
之
節
初
而
御
用
被
仰
付
とあるのは記録が残らないが、東下の時期について確認できる。一一一月一一日の三の九慰み能については「自讃」に詳
な
お
「
大
蔵
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
こ
の
他
に
妹
が
三
人
お
り
、
上
は
「
ジ
ロ
」
で
、
金
剛
座
脇
方
の
高
安
太
郎
左
衛
門
の
妻
と
な
り
、
中
は
早
世
、
下
は
「
ク
ネ
」
で
、
虎
清
の
弟
子
で
触
流
（
幕
府
御
能
係
役
人
）
と
な
っ
た
松
井
喜
左
衛
門
の
妻
と
な
る
が
、
「
母
駿
河
腹
二
活
躍
期
ｌ
上
演
年
譜
か
ら
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しい・前日に命じられたが、虎清が煩いで出られず、〈右近〉の間をまだ知らなかったのでその夜のうちに稽古したと
（注７）
ある。なおこの時家康の同朋福阿弥に「頭取」を初めて命じられてめでたいと一一一一口われたとあるが、その日の狂一一一口方の
責
任
者
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
なお『わらんべ草」巻五の「ゆるし共、取し党」に、「兵法長刀」を「駿符にて、十四歳の時、けいこ致し」とあ
る
の
だ
が
、
先
と
同
様
の
年
齢
記
載
の
誤
り
で
あ
る
。
その後の三年間の記録はないのだが、元和一一一年からは江一Ｐでの記録が見える。虎情についても同様なので、いつ江
戸に移ったのかはわからない。ただ年次不明ながら『わらんべ草』には「予わか興りし時、するがにて」（七段抄）な
ど、駿河での記事が少なくないので、しばらくはいたはずであり、この年に江戸に移ったと考えておきたい。江戸の
居所については笹野堅氏「狂言の発生と発展」（『能楽全書』五、昭和四）に引く正保二年（一六四五）の『江戸屋敷付』
に
「
鋸
引
町
」
と
あ
る
の
を
遡
ら
せ
て
い
い
だ
ろ
う
。
木
挽
町
、
現
中
央
区
銀
座
で
あ
る
。
そ
の
頃
に
は
既
に
結
婚
し
て
い
た
ら
し
い
。
長
男
熊
蔵
が
生
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
熊
蔵
に
つ
い
て
は
「
家
之
系
図
」
の
虎
、
熊
蔵
と
云
子
有
、
十
四
才
に
し
て
、
江
戸
に
て
卒
ス
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
ま
た
「
大
蔵
家
系
図
」
に
、
奈
良
二
而
生
江
戸
に
て
死
行
年
十
四
母
ハ
金
剛
右
京
妹
也
とある。熊蔵の上演記録は寛永四年（一六二七）から見え始めるが、虎明がアドでつきあってのシテが多く、記録を見
るだけでも大事に育てられていることがわかる。そして寛永七年まで五一回を数えるのだが、五月の金剛大夫浅草勧
進
能
で
ぶ
つ
り
と
切
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の
年
に
亡
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
そ
う
仮
定
し
て
逆
算
す
れ
ば
、
元
和
三
年
生
ま
れ
と
い
明の項に、
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う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
奈
良
で
生
ま
れ
た
と
い
う
。
虎
明
は
そ
れ
以
前
に
金
剛
右
京
妹
と
結
婚
し
、
奈
良
に
本
宅
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
少
し
早
い
感
も
な
く
は
な
い
が
、
あ
ま
り
違
わ
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
弥
右
衛
門
家
の
『
由
緒
書
』
に
、
虎
清
は
元
和
三
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
一
五
人
扶
持
に
加
え
て
「
大
和
国
添
上
郡
之
内
知
行
百
弐
石
御
朱
印
被
下
置
其
後
配
当
高
九
拾
石
被
下
置
候
」
と
あ
る
。
知
行
地
は
金
春
大
夫
と
同
じ
添
上
郡
中
ノ
川
村
（
現
奈
良
市
中
ノ
川
町
）
で
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
奈
良
県
の
地
名
」
（
昭
和
別
）
に
よ
れ
ば
「
慶
長
郷
帳
」
に
大
蔵
弥
太
郎
の
知
行
と
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
石
高
は
六
四
・
一
九
石
）
。
表
章
氏
『
能
楽
と
奈
良
」
（
昭
和
壷
は
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
拝
領
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
大
蔵
家
の
本
拠
は
奈
良
で
、
記
録
の
な
い
三
年
の
間
に
も
し
ば
し
ば
そして元和三年からはほぼ毎年の記録を晩年に至るまで見ることができる。【別表１］の通りで、これまでのもの
（注８）
を含め収集しえた記録は、同じ日でも一曲を一回と数えることとして八○一二回（うち四一回重複）である。これが虎明
一
生
涯
の
出
演
回
数
の
ど
れ
く
ら
い
を
占
め
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
寛
永
三
年
、
四
年
な
ど
は
そ
の
年
の
ほ
ぼ
全
曲
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
こ
の
表
を
提
示
す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
な
の
だ
が
、
以
下
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
な
お
こ
う
し
た
演
能
記
録
の
整
理
は
既
に
表
章
氏
「
南
都
両
神
事
能
索
引
」
（
「
能
楽
研
究
」
刑
、
平
成
３
．
ｍ
）
、
演
能
記
録
調
査研究グループ（代表表章氏）「江戸初期能番組七種」（「能楽研究』肥、岨、皿、平成６．３，７．３、ｎ．３）でなされ
て
お
り
、
こ
の
表
は
そ
こ
に
あ
る
虎
明
の
記
録
に
若
干
の
例
を
追
加
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
１
『
わ
ら
ん
べ
草
」
の
記
事
と
の
対
応
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
あ
る
記
事
で
記
録
に
も
見
ら
れ
る
も
の
は
あ
ま
り
な
い
の
だ
が
、
「
自
讃
」
に
あ
る
地
震
の
話
は
記
録
に
よ
っ
て
年
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次が特定できる珍しい例である。台徳院（秀忠）の時、本丸の能で「七番めに、ぬけがらの狂一一一一巳を虎清と演じていた
折しも大地震があって大騒ぎになり、小さかった家光たちも内へ入り、舞台にいた役者たちもみな逃げたのに、秀忠
一人悠然と座っていて、虎明たちも舞台に座ってやり過ごし、落ち着いてから演じ続けてほめられたというのだが、
『古之御能組』によって元和四年四月二日のことと判明する。九番目の狂言なのだが、〈脱〉に「此狂言ノ内二大なへ
ゆる」の注記があるのである。『御城諸家御能組」ではアドは権之丞とするが、「わらんべ草』を信じるべきだろう。
田口和夫氏は「元和値武の地震」（『能楽タイムズ』州、平成元・３。『能・狂言研究』平成９、に収録）で、松平伊豆守信
綱の言行説話を書き留めた『智能抄』に、曲名を〈鬼の清水〉とするがこの話があり、「家光公御年十二」などとある
こ
と
か
ら
元
和
元
年
の
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
記
録
の
方
を
重
ん
じ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
地
震
の
こ
と
は
他
の
記
録
で
確
か
め
る
こ
と
八九段の抄にあるく石橋〉をめぐる論議については石塚氏「狂言師大蔵虎清考」に詳しく、虎清も論争に関わってい
て
、
「
わ
ら
ん
ぺ
草
」
の
記
述
が
自
己
中
心
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
六
年
八
月
二
五
日
の
一
回
目
の
上
演
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
の記録がないが、二回目の寛永一三年五月一○日の分が『江戸初期能組控』に〈獅子〉として見え、虎明がアイを勤め
た
こ
と
は
石
塚
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
虎
明
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
「
自
讃
」
に
寛
永
一
二
年
三
月
晦
日
に
虎
清
が
家
光
よ
り
「
に
た
り
の
面
」
を
拝
領
し
た
と
あ
る
の
が
『
寛
永
雑
記
』
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
石
塚
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
他
、
五
段
の
抄
の
「
松
平
陸
奥
守
正
宗
殿
へ
、
太
猷
院
様
、
御
な
り
の
御
能
」
が
寛
永
元
年
二
月
一
一
○
日
か
、
四
五
段
の
抄
の
「
金
春
宗
竹
代
に
、
江
戸
浅
草
に
て
の
、
勧
進
能
」
が
寛
永
五
年
三
月
一
一
一
日
か
ら
か
、
同
じ
く
四
五
段
の
抄
の
「
江
戸
浅
草
に
て
、
北
七
太
夫
勧
進
能
せ
ら
れ
し
時
」
が
寛
永
六
年
七
月
二
三
日
か
ら
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
対
応
さ
せ
ら
れ
る
の
は
こ
れ
く
ら
い
で
、
四
七
段
の
抄
に
あ
る
見
物
に
ま
で
墨
を
付
け
た
と
い
う
〈
墨
塗
〉
な
ど
、
記
録
に
よ
っ
は
で
き
な
い
。
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て
も
年
次
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
「
自
讃
」
に
「
卯
の
年
の
二
月
廿
三
日
よ
り
、
大
坂
に
て
、
勧
進
能
、
大
蔵
庄
左
衛
門
い
た
さ
れ
し
に
」
と
あ
る
の
は
、
池
田
英
悟
氏
「
大
坂
の
勧
進
能
ｌ
延
宝
以
前
ｌ
」
（
武
蔵
野
女
子
大
学
「
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
Ⅲ
、
平
成
咀
・
３
）
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
慶
安
四
年
（
一
六
五
二
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
記
録
が
な
い
。
２
虎
明
の
立
場
虎
明
は
大
蔵
流
宗
家
の
長
男
で
あ
り
、
幼
少
の
頃
か
ら
宗
家
の
後
継
者
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
春
日
若
宮
祭
で
の
大
夫
号
受
領
や
駿
河
で
の
頭
取
の
件
も
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
出
始
め
た
頃
の
江
戸
城
で
の
演
能
で
は
、
ま
ず
弥
右
衛
門
（
虎
清
）
や
鷺
仁
右
衛
門
（
宗
玄
）
の
ア
ド
を
勤
め
、
日
に
よ
っ
て
一
曲
の
シ
テ
を
勤
め
る
と
い
う
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
少
し
変
っ
て
、
シ
テ
を
勤
め
る
の
が
多
く
な
っ
て
く
る
の
が
、
寛
永
中
期
頃
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
自
讃
」
に
一
一
三
歳
の
時
、
即
ち
寛
永
五
年
に
「
金
春
座
の
頭
取
請
取
し
事
、
親
存
命
の
内
に
、
頭
取
渡
し
、
れ
い
な
し
」
と
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
頭
取
」
は
金
春
座
狂
言
方
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
。
武
悪
・
鼻
引
・
猿
・
賢
徳
の
「
頭
取
へ
渡
る
面
」
を
「
親
よ
り
す
ぐ
に
請
取
」
っ
た
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
若
い
頃
に
は
ア
ド
ば
か
り
勤
めたのが、その後シテばかりになる曲として〈粟田口〉〈墨塗〉〈文相撲〉などがあるが、おおむねこの頃からなのである。
寛
永
七
・
八
年
に
は
虎
清
よ
り
「
狂
言
印
可
勘
状
」
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
が
現
存
し
て
お
り
、
関
屋
俊
彦
氏
「
大
蔵
弥
右
衛
門
家
蔵
『
狂
言
印
可
勘
状
』
」
（
『
能
と
狂
言
」
１
、
平
成
咀
・
４
）
に
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
わ
ら
ん
ぺ
草
」
の
「
本
書
奥
書
写
」
に
「一一一十の比、親より、印可、感状を取」とある。寛永七年には一二四歳である。相変わらず年齢を間違っているとする
と
、
頭
取
に
な
っ
た
の
も
そ
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「ゆるし共、取し覚」に一九箇条（「七」を墨減して「九」と訂するが、『昔語抄』では一七箇条であった）を列挙するうち
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考
証
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
に
、
こ
の
「
印
可
、
勘
状
」
や
前
述
の
「
兵
法
長
刀
」
も
含
ま
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
他
は
武
道
・
古
典
・
宗
教
関
係
で
、
こ
の
う
ち
武
道
に
か
か
わ
る
も
の
は
こ
の
頃
ま
で
に
習
得
し
て
い
た
ら
し
い
。
伝
授
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
米
倉
氏
「
わ
ら
ん
べ
草
の
著
者
大
蔵
虎
明
考
」
が
宗
教
関
係
で
は
、
天
台
と
真
言
の
阿
字
観
ま
で
を
慈
眼
大
師
よ
り
相
伝
さ
れ
た
と
い
う
が
、
『
狂
言
始
り
』
に
「
大
猷
院
様
上
意
を
以東叡山へ三年相詰慈眼大師御弟子に相成勤学仕翁一一一番一一一狂言之大事共御相伝御自筆之御印可被下」とあり、『わら
ん
べ
草
」
六
段
（
段
数
欠
）
抄
に
「
慈
眼
大
師
の
御
時
、
と
う
ゑ
い
山
へ
、
一
両
年
相
詰
、
翁
の
太
事
承
候
」
と
年
数
は
相
違
す
る
も
の
の
同
様
に
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
。
慈
眼
大
師
天
海
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
関
屋
俊
彦
氏
「
「
大
蔵
虎
明
と
天
海
」
序
説
」
ｓ
国
文
学
』
別
・
別
、
平
成
Ⅲ
・
１
）
に
詳
し
い
が
、
天
海
よ
り
寛
永
一
二
年
に
相
伝
さ
れ
た
巻
子
本
が
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
東
叡
山
で
の
修
行
は
も
っ
と
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
東
叡
山
寛
永
寺
へ
の
秀
忠
御
成
能
が
寛
永
六
年
三
月
一
七
日
に
あ
っ
た
こ
と
が
『
寛
永
雑
記
』
に見えるが、残念ながら狂一一一一口の役者名までは記されていない。しかし関屋氏が言われるように、六一一一段の抄にある
「
江
戸
と
う
ゑ
い
山
に
て
、
大
僧
正
様
、
御
能
の
時
、
わ
き
能
、
那
郵
に
て
（
中
略
）
間
ハ
、
我
等
其
時
云
合
仕
候
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
ら
し
く
、
狂
言
も
演
じ
た
に
違
い
な
い
ｐ
天
海
は
寛
永
一
一
年
に
近
江
坂
本
の
東
照
宮
遷
座
の
た
め
に
上
洛
し
た
が
、
閏
七
月
一
一
八
・
二
九
日
に
坂
本
の
里
坊
で
勅
使
饗
応
の
能
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
『
平
田
職
忠
・
職
在
日
記
」
に
見
え
、
二
八
日
条
に
、
今
朝
神
前
法
事
以
後
、
僧
正
、
里
坊
二
而
勅
使
へ
御
も
て
な
し
、
能
日
吉
大
夫
・
狂
言
弥
太
郎
、
（注９）
と
あ
る
。
虎
明
は
七
月
に
は
二
条
城
、
九
月
に
は
仙
洞
御
所
で
の
能
に
出
て
お
り
、
こ
の
頃
京
都
に
い
た
ら
し
い
。
前
述
の
よ
う
に
寛
永
七
年
に
長
男
熊
蔵
が
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
六
年
に
は
後
継
者
と
な
る
次
男
が
生
ま
れ
て
い
る
。
後
の
栄
虎
で
、
「
大
蔵
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
母
は
同
じ
金
剛
右
京
妹
で
あ
る
。
そ
し
て
寛
永
二
年
に
は
家
督
を
相
続
す
る
。
八
右
衛
門
家
文
書
の
「
御
ゆ
い
物
に
被
下
候
は
ん
と
被
仰
御
書
お
き
被
成
候
一
つ
書
之
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」
を
弥
右
衛
門
・
八
右
衛
門
宛
に
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
家
督
を
継
ぐ
上
に
知
行
・
書
物
・
道
具
類
七
点
を
譲
り
受
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
七
点
の
う
ち
に
「
大
坂
平
之
町
弐
町
目
」
の
家
屋
敷
も
あ
り
、
大
坂
の
平
野
に
も
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
○
段
に
は
虎
清
が
天
満
に
い
た
と
あ
る
が
、
移
っ
て
い
た
ら
し
い
。
七
点
を
譲
り
受
け
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
外
は
譲
り
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
弟
清
虎
が
八
右
衛
門
家
を
樹
て
る
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
虎
清
が
清
虎
を
偏
愛
し
、
虎
明
と
清
虎
の
仲
が
険
悪
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
記
録
か
ら
見
る
限
り
共
演
は
当
た
り
前
で
、
こ
の
頃
か
ら
特
に
変
っ
た
と
い
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
一
体
慶
長
・
元
和
期
に
は
異
流
共
演
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
の
が
、
寛
永
五
・
六
年
頃
か
ら
同
一
流
派
に
よ
る
上
演
が
ふ
つ
う
に
な
っ
てくることは池田晃一氏「江戸初期の狂一一一一口界ｌ演能記録よりみてｌ」（「能ｌ研究と評論」７、昭和記・８）に指摘され
ているが、虎明の独立はそのこととも関係する。そして間狂一一一一口本を、寛永一二年一二月に「脇能之間註」「修羅之間
註
」
、
一
三
年
一
月
に
「
鬘
類
註
」
、
二
月
に
「
集
類
註
」
と
著
し
た
こ
と
も
こ
れ
ら
の
動
向
と
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
本
は
間
狂
言
各
曲
の
本
文
を
記
す
だ
け
で
な
く
、
書
名
に
「
註
」
と
付
す
よ
う
に
、
本
文
に
出
て
く
る
人
物
・
土
地
・
故
事
等
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
を
示
す
も
の
で
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て
は
米
倉
氏
「
わ
ら
ん
べ
草
の
著
者
大
蔵
虎
明
考
」
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
多
方
面
に
わ
た
り
お
び
た
だ
し
い
量
で
あ
る
。
古
典
関
係
で
印
可
を
受
け
た
と
す
る
の
は
「
徒
然
草
」
「
伊
勢
物
語
」
「
源
氏
物
語
」
だ
け
な
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
虎
明
の
修
学
の
あ
り
よ
う
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
米
倉
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
完
成
後
に
も
頭
注
や
追
記
を
加
え
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
研
鑛
を
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
なおこれらの本の奥書には前一一書に「千時三十九歳」、後一一書に「千時（惟時）四十歳」とあって、ようやく年齢が
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
署
名
は
「
弥
太
郎
虎
時
」
で
あ
る
。
虎
明
は
若
く
虎
時
と
名
の
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奥
書
に
同
じ
く
「弥太郎虎時」とあるものに、二五段抄・二六段に一一一一口及される狂一一一一口装束付の『衣裳付の本』、〈翁〉の起源伝承に始まり、
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狂
言
・
間
狂
言
の
心
得
を
記
す
『
代
伝
抄
』
、
間
・
拍
子
舞
の
詞
章
を
載
せ
る
「
間
・
拍
子
舞
」
が
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
著
作
で
あ
る
いつから虎明を名のるようになったのかははっきりしない。〈三番一一一〉の秘伝を記す「式三番』には「大倉弥太郎虎
明
」
の
署
名
が
あ
る
が
、
年
記
が
な
い
。
弥
右
衛
門
を
名
の
る
時
期
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
記
録
は
正
保
二
年
の
薪
能
か
ら
だ
が
、
前
年
の
記
録
が
な
く
、
こ
の
頃
と
す
る
し
か
な
い
。
虎
清
は
寛
永
一
五
年
の
薪
能
に
出
た
こ
と
が
『
薪
芸
能
旧
記
』
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
こ
れ
を
最
後
に
記
録
に
現
れ
ず
、
引
退
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
「
家
之
系
図
」
に
「
奈
良
ニ
シ
テ
、
行
年
八
十
一
、
正
保
三
年
、
七
月
二
十
四
日
ニ
卒
ス
」
と
あ
る
。
虎
明
が
虎
清
の
ア
ドを勤めたのは寛永一三年が最後で、その後シテを勤めることがさらに多くなる。〈犬山伏〉〈今参ｘ末広がり〉〈比丘
頁ｘ武悪〉〈米市〉などはそれまでアドばかりであったのが、シテばかり勤めるようになる。狂言本、いわゆる虎明本
が
成
る
の
は
寛
永
一
九
年
。
狂
言
を
伝
え
て
い
く
立
場
を
考
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
虎
清
が
亡
く
な
る
前
年
、
正
保
二
年
に
間
狂
言
本
・
狂
言
本
す
べ
て
に
そ
の
奥
書
加
判
を
得
て
い
る
。
父
虎
漬
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
自
讃
」
に
、
同
（
注
、
家
光
）
御
代
、
正
保
二
年
の
夏
の
比
、
御
二
之
丸
に
て
、
御
能
有
し
あ
け
の
日
、
御
本
丸
へ
め
し
、
太
田
備
中
殿
を
御
使
に
て
、
親
よ
り
上
手
に
な
る
ハ
ま
れ
也
、
し
か
る
に
予
々
親
に
は
る
か
に
ま
し
た
る
と
思
召
す
、
こ
と
に
子
共
迄
取
立
し
事
、
御
感
《わ－）い○
と
、
将
軍
の
口
を
借
り
て
、
父
よ
り
優
れ
て
い
る
と
言
う
。
し
か
し
『
近
代
四
座
役
者
目
録
』
に
は
、
親ヨリ声小音ニテ、芸マヱ（異本、小マェ）也、一一一番ノ舞モ、親ヨリハ劣ル。乍去、達者二狂言スル。
と
あ
る
。
こ
れ
が
世
間
の
評
価
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
て
、
親
よ
り
‐
な
さ
る
圃
也
、
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そ
し
て
『
近
代
四
座
役
者
目
録
」
に
は
、
こ
れ
に
続
い
て
、
権
之
丞
ト
同
位
二
云
。
併
、
今
ハ
、
弥
右
衛
門
増
タ
ル
ャ
ウ
、
世
上
一
一
云
。
ヒ
イ
キ
ノ
ー
ニ
両
人
ハ
云
也
。
と
あ
る
。
他
流
、
当
面
鷺
流
と
の
間
で
は
虎
明
は
ど
う
い
う
立
場
に
あ
っ
た
の
か
。
「
わ
ら
ん
べ
草
』
で
鷺
流
の
役
者
、
こ
と
に
伝
右
衛
門
を
悪
し
ざ
ま
に
言
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
虎
明
と
同
時
代
の
仁
右
衛
門
（
権
之
丞
）
は
、
長
命
徳
右
衛
門
の
子
で
、
宗
玄
の
養
子
と
な
り
跡
を
継
い
だ
宗
慶
二
一
代
と
さ
れ
る
）
、
伝
右
衛
門
は
宗
玄
の
甥
、
初
代
政
俊
で
あ
る
が
、
演
能
記
録
を
見
る
に
、
虎
明
は
仁
右
衛
門
よ
り
や
や
下
位
に
見
ら
れ
て
い
た
節
が
あ
る
。
虎
明
が
出
演
し
た
最
も
大
き
な
会
と
し
て
は
、
元
和
九
年
八
月
の
家
光
将
軍
宣
下
能
、
慶
安
四
年
八
月
の
家
綱
将
軍
宣
下
能
が
あ
げ
ら
れよう。これらを見るに、いずれも初日の〈三番翌〉は鷺流の役者が勤めている。家綱宣下能の場合は『将軍宣下能番
組」によれば、初日に観世大夫の〈翁〉で、鷺伝右衛門が〈一一一番要〉、権之丞が〈蟻風流〉を勤め、二日目に金春大夫の
〈翁〉で、八右衛門が〈千歳〉、弥右衛門が〈一一一番要〉、’二日目も金春大夫の〈翁〉で、八右衛門が〈一一一番翌〉を勤めているの
で
あ
る
。
寛
永
三
年
九
月
九
日
の
二
条
城
後
水
尾
天
皇
行
幸
能
は
秀
忠
が
上
洛
し
て
の
大
き
な
会
で
、
『
江
戸
初
期
能
組
控
』
に
重
複
し
て載せられており、所望の分について「何も役付御意也」などとあるのだが、観世三十郎の〈翁〉で、権之丞が〈一一一番
三〉、仁右衛門がくさうけつのふりう〉を勤めている。
芸
位
で
は
な
く
、
鷺
流
が
観
世
座
付
で
あ
っ
た
た
め
の
家
格
に
よ
る
と
見
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
仁
右
衛
門
の
方
が
重
い
扱
い
を
受けていたようである。仁右衛門をあまり悪くは一一一一口えない分、伝右衛門を悪く言ったかのように思われる。ただし、
伝
右
衛
門
と
も
回
数
は
少
な
く
は
あ
る
が
共
演
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
３ 
上
演
曲
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“虎明はどんな狂言を演じたのか。江戸城等での上演曲は演者の選曲によるものではなく、回数が多いからといって
得
意
曲
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
芸
風
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
重
複
を
除
け
ば
上
演
は
七
六
二
回
。
そ
の
う
ち
狂
言
は
五
○
六
回
一
一
一
曲
。
こ
の
う
ち
シ
テ
・
ア
ド
を
含
め
一
○
回
以
上
の
記
録
が
麻
生
居
杭
犬
山
伏
今
参
夷
毘
沙
門
薩
摩
守
一
一
一
人
片
輪
二
千
石
宗
論
墨
塗
唐
相
撲
鶏
聟
腹
不
立
楽
阿
弥
の
一
四
曲
で
あ
る
。
池
田
氏
「
江
戸
初
期
の
狂
言
界
」
に
江
戸
前
期
の
上
演
回
数
の
多
い
も
の
が
順
に
一
五
曲
ま
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
〈今参〉〈薩摩守〉〈二千石〉〈唐相撲〉〈鶏聟〉〈楽阿弥〉の六曲以外はそこにあげられたもので、この六曲も少なくもない。
一
般
に
よ
く
演
じ
ら
れ
た
も
の
を
、
虎
明
も
多
く
演
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
〈墨塗〉は前述のように四七段抄にも触れられ、人気曲であったようで、’四回演じているのだが、一二回のアドの
内、四回に「女」の注記がある。『古之御能組」の元和七年五月一一一日の江戸城三座能で、
女
弥
太
郎
墨
塗
仁
右
衛
門
徳
右
衛
門
な
ど
と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
若
か
っ
た
か
ら
と
も
見
ら
れ
る
が
、
〈
墨
塗
〉
の
「
女
」
の
注
記
は
他
の
役
者
に
比
し
て
多
い
よ
う
で
、
や
や
線
の
細
い
役
者
と
見
ら
れ
て
い
た
か
と
想
像
し
て
み
た
く
な
る
。
重い曲についてはどうだろうか。弥右衛門（虎明）・八右衛門（清虎）・長大夫が連署して提出した、いわゆる『寛文
初年漬能曲目書上』（能楽研究所蔵「御能組井狂言組』等。以下「寛文書上」とする）で「習二仕候分」とするのは、〈釣
狐〉〈楽阿弥〉〈花子〉〈通円〉〈今参〉〈武悪〉の六曲である。このうち〈通円〉は記録がない。〈楽阿弥〉〈今参〉の上演回数が
多いのはいま述べたが、〈楽阿弥〉の初シテは元和四年、二一一歳と早いが、〈今参〉は前述の通り若い頃はアドばかりで、
あ
る
の
は
、
麻
生
□
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初シテは明暦元年（一六五五）、五九歳の時、〈武悪〉も前述の通り若い頃はアドばかりで、初シテは寛永一六年、四一一一
歳
の
時
で
、
重
く
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現在も大蔵流で極重習とする〈釣狐〉〈花子〉は、八○段や虎明本の記述態度から見て大曲意識があったものと考えら
れる。ところが上演回数は〈釣狐〉が三回のアドのみ（シテは一一一回とも虎清）、〈花子〉が明暦元年、五九歳の時の一一回の
（注辿
みである。もちろんこれで記録のすべてではないのではあるが、同じような資料によって弟清虎の場〈ロ、〈釣狐〉が八
回、〈花子〉が一四回見られるのに比して、いささか不審ではある。なお現在重習とする三曲のうち、〈庵梅〉は記録が
なく、〈比丘貞〉は寛永一八年から三回、〈枕物狂〉は寛永一六年から四回のシテの記録がある。
『江戸初期能組控』によれば、道春五○年忌狂言尽は一一一月一七日に行われた。同じ日に奈良でも「道林興行」の能
会
が
あ
り
、
同
じ
趣
旨
の
会
を
病
床
に
あ
っ
た
虎
清
に
代
っ
て
清
虎
が
主
催
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
小
山
氏
「
伊
達
文
庫
「古之御能組」と江戸初期の能・狂一一一一口」にも言われる通り、弥右衛門家と八右衛門家が別々になっていたことを強く
印
象
づ
け
る
。
上
演
さ
れ
た
の
は
、
４
虎
明
主
催
の
狂
言
会
虎明主催とも言うべき狂言会が一一つある。正保三年の祖父虎政（道春）の五○年忌狂一一一一口尽と、明暦元年一一一月一一一日か
ら
五
日
間
行
わ
れ
た
堺
七
堂
浜
で
の
勧
進
狂
言
で
あ
る
。
そ
の
選
曲
に
は
自
身
の
意
向
が
働
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
出
演
す
る
役
者
の
人
選
に
も
意
味
が
あ
っ
た
ろ
う
。
す
ゑ
ひ
ろ
が
り
こ
ぶ
う
り
す
は
じ
か
み
花
子
口
ま
ね
し
し
や
く
あ
さ
い
な
ふ
せ
な
い
き
や
う
い
ぐ
ゐ
ち
や
つ
ぼ
腹
立
す
ふ
く
ろ
う
三
人
か
た
は
山
た
ち
ざ
つ
ま
の
か
み
太
刀
ぱ
い
枕
物
狂
ら
く
あ
み
一
一
千
石
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の一八曲で、弥右衛門（虎明）は〈酢薑〉〈枕物狂〉〈三千石〉のシテを勤めている。〈枕物狂〉は後に重習とされるものであ
船
り、〈二千石〉は追悼にふさわしいという意識が既にあったのだろう。後継者弥太郎（栄虎）は一八歳、〈末広がり〉〈花
子〉〈朝比奈〉のシテを勤めている。〈花子〉を演ずるのは早いが、期待の大きさを示すものか。
馬
之
助
喜
左
衛
門
喜
太
郎
作
十
郎
佐
左
衛
門
重
二
郎
庄
兵
衛
甚
兵
衛
太
兵
衛
太
郎
八
長
蔵
徳
三
郎
で
、
彼
ら
が
主
だ
っ
た
弟
子
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
喜
左
衛
門
は
松
井
、
妹
の
聟
。
喜
太
郎
は
大
蔵
、
作
十
郎
は
大
倉
、
佐
左
衛
門
は
脇
本
、
喜多座、甚兵衛は高安、金剛座、太兵衛は長命である（長蔵については後述）。
堺七堂浜での勧進狂言は、虎明一世一代のイベントであり、『わらんべ草」四五段抄に「わが代に、ざかいの、七
堂がはまにて、勧進狂言仕初候ひし也、その次第、万事別紙に記す」とある「別紙」が『明暦堺七堂狂言芝居」（「日
（注型
本庶民文化史料集成」四、に小山弘志氏により翻刻）である。天日間毎日〈一一一番一一一〉と狂一一一一口風流の後、狂言一五曲を上演し
た
、
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
堺
で
の
興
行
は
「
和
泉
の
堺
政
所
石
河
士
佐
守
殿
、
別
而
予
に
御
念
比
に
お
ほ
し
め
ざ
れ
候
ゆ
ご
とあり、勧進狂言の終った一一日後には石河土佐守役宅の座敷で狂一一一一口九曲を演じている。勧進能の場合は当時は四日間
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
が
、
虎
明
も
出
演
し
た
寛
永
六
年
の
北
七
大
夫
の
勧
進
能
が
五
日
間
で
あ
っ
た
の
に
倣
っ
た
と
四
五
段
抄
に
あ
る
。
そ
し
て
一
日
の
曲
数
に
つ
い
て
は
一
三
曲
の
予
定
だ
っ
た
の
が
、
「
土
佐
守
殿
・
清
岩
和
尚
様
、
そ
れ
に
て
ハ
ミ
ち
か
く
候
ハ
ん
と
お
画
せ
ら
れ
、
十
五
番
に
仕
候
」
と
あ
る
。
い
し
こ
堺
奉
行
の
歴
代
は
『
摂
陽
奇
観
」
（
浪
速
叢
書
）
等
で
知
ら
れ
る
が
、
当
時
の
奉
行
は
石
河
士
佐
守
利
正
で
あ
る
。
利
正
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
表
記
は
利
政
）
に
よ
れ
ば
、
二
七
○
○
石
取
り
の
旗
本
、
勝
政
の
子
で
、
承
応
元
年
に
父
の
跡
を
継
い
で
堺
奉
行
と
な
っ
て
い
た
。
清
岩
は
ふ
つ
う
清
巌
と
表
記
、
大
徳
寺
一
七
○
世
の
禅
僧
で
、
慶
安
二
年
に
は
沢
庵
の
後
を
受
け
て
品
川
東
海
寺
住
持
と
な
っ
た
が
、
他
に
シ
テ
を
勤
め
た
の
は
、
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こ
の
頃
は
大
徳
寺
末
の
堺
の
南
宗
寺
に
い
た
。
こ
の
一
一
人
は
六
段
（
段
数
欠
）
抄
の
頭
書
に
萩
原
兼
従
か
ら
も
ら
っ
た
細
川
三
齋
作
の
竹
の
花
入
れ
を
見
せ
た
相
手
と
し
て
見
え
る
。
石
河
利
政
は
『
全
堺
詳
志
」
（
浪
速
叢
書
）
に
俳
譜
の
連
句
に
出
座
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
清
巌
は
書
画
に
す
ぐ
れ
ま
た
茶
を
嗜
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
、
芸
能
へ
の
関
心
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
虎
明
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
以
上
は
不
明
で
あ
る
。
出
演
者
に
つ
い
て
は
「
役
者
人
数
之
覚
」
に
全
部
の
名
前
を
載
せ
「
汁
九
人
」
と
あ
る
が
、
江
戸
で
の
道
春
五
○
年
忌
に
出
て
い
た
中
で
は
長
命
太
兵
衛
・
高
安
甚
兵
衛
が
い
る
。
八
右
衛
門
は
三
日
月
ま
で
だ
が
出
て
お
り
、
奈
良
で
の
道
春
五
○
年
忌
に
出
て
い
た
、
つ
ま
り
人
右
衛
門
家
側
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
大
蔵
金
右
衛
門
・
長
命
弥
次
兵
衛
な
ど
も
出
て
い
る
。
京
衆
の
他
、
膳
所
・
大
津
・
伊
予
（原「伊与」）・大坂・おんぢの各地から来たとあって、大蔵流をあげての興行であった。「おんぢ」は現八尾市恩地、
高
安
座
の
拠
点
で
、
高
安
甚
兵
衛
が
い
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
〈
翁
〉
の
大
夫
祢
宜
弾
正
の
他
、
嚇
子
や
地
謡
に
「
称
三
日
目
に
天
祐
和
尚
が
一
日
見
物
し
た
と
あ
る
。
「
家
之
系
図
」
に
虎
清
に
道
倫
の
道
号
を
付
け
た
と
あ
る
が
、
大
徳
寺
一
六
九
世
の
天
祐
紹
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
九
日
の
石
河
土
佐
守
役
宅
で
は
「
御
家
中
衆
清
岩
和
尚
様
南
宗
寺
之
僧
達
」
の
他
「
今
井
彦
右
衛
門
殿
」
が
見
物
し
た
と
あ
る
が
、
今
井
宗
久
の
曾
孫
で
、
『
寛
永
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
祖
父
宗
薫
以
来
旗
本
と
な
り
、
堺
に
住
み
近
辺
の
御
料
地
の
代
官
を
勤
め
た
今
井
家
の
当
主
兼
続
で
あ
る
。
虎
明
の
人
脈
を
う
か
が
わ
せ
る
。
虎明は毎日一一、一一一曲のシテを勤めるが、注目されるのは〈花子〉で、四日目と士佐守邸狂言尽しの一一回演じている。
先に記録に二回あるとしたのは、この時だったのであり、この時だけだった。弥太郎も〈一一一番一一一〉を含め、毎日二、一一一
曲に出ているが、〈通円〉を四日目と士佐守邸狂言尽しで、〈釣狐〉を五日目と土佐守邸狂言尽しで両日ともキリに演じ
ている。士佐守邸狂一一一一口尽しの狂言に勧進狂一一一一口の曲目と重複するものが多いのは、アンコール上演のような所望による
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
出
演
者
に
つ
い
て
は
兎
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宜衆」、狂言の地謡に「祢宜弟子衆」が出ていることである。この勧進狂一一一一口には南都禰宜衆の協力が大きかったので
開
ある。
５一一一番三・風流・間狂一一一一口
狂言役者が舞台上で能役者と接するのは〈翁〉と能の間狂言である。大蔵家は金春座付であり、〈千歳〉は上掛りでは
勤めないので当然だとしても、金春座の〈翁〉で〈三番一一一〉を舞うことが多く、アイを勤めることも多いが、他座にも出
ており、特に金春座に限るということは認められない。宝生座とつきあった記録はなく、寛永八年の宝生九郎重友浅
草勧進能にも鷺流の役者しか出ていないが、宝生以外の他座とは万遍なくつきあっているとしていいだろう。
虎明が最も尊敬した能役者として米倉氏「わらんべ草の著者大蔵虎明考」は金春八郎禅曲をあげる。ただ直接教え
を受けたことはあまりなかったろうとされたが、確かに禅曲の〈翁〉に出た記録はなく、アイは元和四年の江戸城四座
立
合
能
な
ど
何
回
か
勤
め
て
い
る
。
た
だ
し
後
継
の
七
郎
宗
竹
と
は
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
舞
台
で
の
つ
き
あ
い
は
多
い
。
そ
し
て
そ
の
代
り
に
後
に
喜
多
七
大
夫
に
接
近
し
て
い
く
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
、
七
大
夫
の
勧
進
能
に
出
演
す
る
な
ど
、
記
録
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
前
述
の
通
り
、
母
方
の
祖
父
で
あ
っ
た
幸
月
軒
に
も
親
し
く
教
え
を
受
け
て
い
た
。
そ
う
し
た
環
境
で
得
た
秘
伝
を
書
き
留
め
る
の
が
虎
明
の
本
領
で
、
ま
ず
成
っ
た
の
が
「
聞
書
」
と
「
笛
集
」
ら
し
く
、
こ
の
二
書
を
ま
と
め
た
の
が
現
存
す
る
「
聞
書
井
笛
集
付
唱
歌
」
で
あ
る
。
年
記
も
署
名
も
な
い
が
、
若
い
頃
の
も
の
と
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
「
聞
書
」
は
能
・
狂
言
・
太
鼓
等
の
雑
多
な
秘
伝
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
笛
集
」
は
笛
伝
書
・
笛
手
付
で
、
竹
本
幹
夫
氏
「
室
町
後
期
・
江
戸
初
期
の
伝
書
と
そ
の
特
質
」
（
「
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅱ
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』
昭
和
開
）
に
よ
れ
ば
「
一
部
似
斎
系
か
と
思
わ
れ
る
説
を
含
む
が
（
中
略
）
新
旧
と
り
合
せ
た
江
戸
時
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代
一
噌
流
系
の
伝
書
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
書
と
し
て
他
に
『
真
伝
集
」
が
あ
る
。
上
巻
は
能
の
装
束
付
等
で
、
寛
永
一
九
年
の
年
記
が
あ
る
。
下
巻
は
「
当
流
音
曲
五
音
之
次
第
」
や
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
の
大
蔵
二
介
虎
家
の
「
懐
中
抄
」
「
花
伝
集
抜
書
」
の
写
し
な
ど
で
あ
る
。
米
倉
氏
『
わ
ら
ん
べ
草
愈
露
癩
）
研
究
」
の
「
わ
ら
ん
ぺ
草
の
典
擦
」
で
は
当
時
知
ら
れ
て
い
た
『
聞
書
井
笛
集
付
唱
歌
』
が
『
わ
ら
ん
べ
草
」
の
典
拠
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
前
述
の
も
の
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
著
作
す
べ
て
が
後
に
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
結
実
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
〈千歳〉は一四回、〈一一一番一一一〉は四八回ある。〈一一一番三〉は『近代四座役者目録』に「殊二、サンバサ舞事、ヒタ、レァ
ッカイ已下、見事也」と一一一一口われた虎清ほどの回数ではないが、鷺仁右衛門（宗慶）などよりも多く、大蔵流宗家という
立
場
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
得
意
と
し
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
狂言風流は前述の通り鷺流による上演が多く、虎明の記録はない。虎明周辺でも、虎清シテの〈鶴亀の風流又餅の
風流〉（いずれも虎明は〈一一一番一一一〉）、清虎シテの〈松竹の風流〉、そして堺七堂浜勧進狂言で五日目まで毎日演じられたの
が見えるだけである。もちろん伝承はされていた。寛永一二年に山脇和泉（元宜）・山脇五郎左衛門（元永）より「風流
（注磐
五
番
」
の
相
伝
を
受
け
た
ら
し
く
、
そ
の
際
の
「
神
文
」
が
山
脇
和
泉
家
の
『
狂
言
由
緒
略
書
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
「
風
流
之
本」で〈松竹ｘ延命地蔵〉〈八幡ｘ春日〉〈弁才天〉の五曲に「虎明作也」の注記があるのだが、この五曲が前述の『真伝
集
」
の
下
巻
巻
尾
に
既
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
六
段
（
段
数
欠
）
抄
に
風
流
を
作
る
の
に
道
春
と
「
談
合
」
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
て
「
人
に
談
合
仕
た
る
事
な
し
」
と
答
え
た
と
あ
り
、
進
藤
久
右
衛
門
が
開
口
を
頼
ん
だ
例
が
あ
っ
た
の
で
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
だ
と
す
る
が
、
道
春
は
林
羅
山
で
、
そ
れ
は
先
に
も
触
れ
た
寛
永
三
年
の
一
一
条
城
後
水
尾
天
皇
行
幸
能
の
際
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
古
之
御
能
組
』
に
久
右
衛
門
が
「
わ
す
れ
し
は
ら
く
う
め
き
」
な
ど
と
あ
る
。
『
隣
忠
見
聞
集
」
（
能
楽
史
料
）
も
「
脇
方
の
事
」
で
「
山
科
」
の
こ
と
と
す
る
が
こ
の
件
に
触
れ
、
秀
忠
が
羅
山
に
「
随
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分
目
出
度
き
文
を
長
く
祝
し
作
れ
」
と
命
じ
た
の
が
悪
か
っ
た
と
し
て
答
め
は
な
か
っ
た
と
あ
る
。
な
お
そ
の
開
口
の
詞
章
は
『
行
幸
・
仙
洞
・
日
光
御
能
組
』
に
「
道
春
作
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
間
狂
言
の
記
録
は
少
な
い
。
む
し
ろ
「
江
戸
初
期
能
組
控
』
や
『
古
之
御
能
組
』
が
ア
イ
の
役
者
名
ま
で
書
き
留
め
る
珍
し
い
資
料
だったおかげで少し把握できると言うべきところであろう。後に重い扱いとされるものでは〈石橋〉については前述の
通り、〈道成寺〉は一一一一回で、若い頃から勤めている。「わらんべ草』の「自讃」に、三五歳の時、松井喜左衛門の所
望で〈江島〉〈浦島〉の台本を作ったところ、後で見た「宇治の弥太郎自筆の本」と同じだったとあるが、両曲とも上演
の記録はない。注目されるのは替アイで、〈嵐山〉の〈猿聟〉、〈賀茂〉の〈田植〉、〈白髭〉の〈道者〉、〈八島〉の〈那須〉、い
ず
れ
も
い
ま
替
ア
イ
と
さ
れ
る
も
の
が
ふ
つ
う
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
６
そ
の
他
そ
の
他
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
『
古
之
御
能
組
」
に
、
寛
永
二
年
九
月
一
二
日
の
江
戸
城
本
丸
能
に
「
弥
太
郎
煩
二
て
出
不
申
候
」
、
一
五
日
の
江
戸
城
西
丸
公
家
衆
饗
応
能
に
「
弥
太
郎
煩
よ
く
な
く
い
ま
た
出
不
申
候
」
の
注
記
が
あ
る
の
だ
が
、
虎
清
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
「
弥
右
衛
門
落
馬
仕
出
不
申
候
」
「
弥
右
衛
門
落
馬
い
ま
た
よ
く
な
く
出
不
申
候
」
と
あ
る
。
虎
明
の
「
煩
」
と
虎
清
の
落
馬
に
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
ある。一一人とも次の記録は一一月二一一一日で、それまで出演しなかったらしい。
寛永一二年正月一一八日の江戸城一一の九での伊達政宗の家光饗応の茶事能の際には〈盆山〉等を演じているが、『寛永
雑記」に「右能過躍有陸奥守小姓衆」とあるのだが、政宗の臨終の際の記で生前の逸話をも記す『命期集』には、こ
の
躍
り
に
能
の
聡
子
方
も
出
、
新
発
意
の
役
は
大
蔵
弥
右
衛
門
と
鷺
仁
右
衛
門
が
勤
め
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
岡
田
紫
男
氏
が
「
叢
柏
居
漫
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筆（七）」（『能楽』明治如・８）で紹介され、それによって小林貴氏が「大蔵虎明の若衆躍り」（「白木狂言の会』門、昭和
珊・７）で取り上げられたが、近年、佐々木聖佳氏が「上覧踊りと「新発意」役Ｉ近世初期の狂言師の踊りｌ」（『奈良
教
育
大
学
国
文
』
〃
、
平
成
砠
・
３
）
で
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
氏
は
こ
の
件
を
『
玉
露
叢
」
『
伊
達
治
家
記
録
」
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
他
の
資
料
を
も
引
い
て
、
新
発
意
は
「
躍
り
の
司
会
を
し
て
全
体
の
指
揮
を
と
る
と
い
う
役
割
」
を
果
た
す
も
の
で
、
狂
言
役
者
が
勤
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
弥
右
衛
門
は
虎
明
で
は
な
く
虎
清
だ
が
（
仁
右
衛
門
は
宗
玄
）
、
虎
明
も
そ
の
場
に
い
た
だ
ろ
う
。
能
の
後
に
躍
り
が
演
じ
ら
れ
、
能
役
者
た
ち
が
参
加
す
る
、
虎
明
の
若
い
頃
は
そ
う
し
た
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
二
月
四
日
に
は
饗
応
済
後
宴
能
が
催
さ
れ
能
八
番
・
狂
言
四
番
が
演
じ
ら
れ
た
後
、
「
伊
達
治
家
記
録
」
に
よ
れ
ば
「
躍
六
踊
」
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
記
録
は
『
古
之
御
能
組
」
の
寛
永
一
四
年
・
’
六
年
の
番
組
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
に
狂
言
役
者
が
加
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
江
戸
に
移
っ
て
か
ら
は
南
都
の
神
事
能
に
出
演
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
元
和
八
年
の
薪
能
（
前
述
の
清
虎
と
の
共
演
）
、
寛
永
三
年
の
若
宮
祭
へ
の
出
演
が
見
ら
れ
る
だ
け
な
の
だ
が
、
弥
右
衛
門
と
な
っ
た
頃
か
ら
再
び
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
正
保
二
年
の
薪
能
は
前
述
の
よ
う
に
弥
右
衛
門
と
し
て
の
初
出
な
の
だ
が
、
承
応
元
年
の
若
宮
祭
、
二
年
の
薪
能
、
若
宮
祭
、
’
一
一
年
の
薪
能
に
は連続して出ている。晩年の回帰意識をうかがわせる。承応一一一年の薪能初日の〈二千石〉には『古之御能組」に「殊外
出
来
之
由
取
き
た
申
候
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
るなど、逆に軒
を
勤
め
て
い
る
。
明
暦
元
年
七
月
二
四
日
に
は
、
小
幡
勘
兵
衛
を
自
宅
に
招
い
て
狂
言
尽
し
を
し
て
い
る
。
小
幡
勘
兵
衛
は
甲
州
流
兵
学
者
で
、
虎
明
も
（注哩
「ゆるし共、取し覚」のうち「軍法」を習った人であるが、前述の政一不の茶事能で〈式三番〉や〈よれ市〉を演じたとあ
る
な
ど
、
逆
に
狂
言
の
稽
古
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
は
一
六
曲
の
狂
言
が
演
じ
ら
れ
て
い
て
、
虎
明
は
〈
今
参
〉
の
シ
テ
Hosei University Repository
7２ 
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
鷺
流
と
の
異
流
共
演
が
少
な
く
な
る
以
上
に
、
そ
れ
以
外
の
役
者
と
の
共
演
が
な
く
な
る
こ
と
である。小山氏「伊達文庫「古之御能組」と江戸初期の能・狂一一一一巳が指摘されているが、虎清の時代、慶長頃の記録
には南都禰宜衆や京衆との共演がふつうにあり、虎明も若い頃は当然共演したのだろうが、後には前述の堺七堂浜勧
進狂言を例外としてなくなっていく。この勧進狂言でも南都禰宜衆は立ち役には出ておらず、わずかに石河土佐守邸
狂
言
尽
し
で
一
人
が
ア
ド
を
三
回
勤
め
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
コ
メ
イ
なお喜多古能の「仮面譜」に面打をあげる中に「虎明一説トラァキラ」が「古作」の一人として見える（寛政九年刊本）
が、大蔵虎明なのであろう。七七段で狂言面をあげる中に「｜山桜、たぐひあらしのと云心にて名付、虎明作」とある
「
山
桜
武
悪
」
の
他
、
虎
明
が
打
っ
た
狂
言
面
が
い
く
つ
か
現
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
村
保
雄
氏
「
壬
生
大
念
仏
の
面
ｌ
特
に
猿
と武悪の面についてｌ」〈雲能史研究」肥、昭和蛆・７〉に詳しい。
虎
明
の
上
演
記
録
は
た
ま
に
欠
け
る
年
は
あ
る
も
の
の
明
暦
元
年
ま
で
続
く
が
、
そ
の
後
は
江
戸
で
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
「
わ
ら
ん
ぺ
草
』
自
序
に
「
我
猶
む
そ
ぢ
に
も
あ
ま
り
、
こ
と
さ
ら
、
つ
れ
ノ
ー
い
た
づ
が
わ
し
く
て
」
と
あ
り
、
ま
た
「
道
倫
碑
銘
」
に
万
治
二年（一六五九）の秋に「京へ養生に登りし折ふし」、朝山意林庵に書いてもらったとあるところから見て、病気がち
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
、
ま
た
本
拠
を
奈
良
へ
移
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、
伝
書
を
ま
と
め
る
こ
と
に
携
わ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
よ
り
以
前
慶
安
四
年
三
月
に
「
昔
語
』
を
著
し
（
草
稿
本
が
現
存
）
、
そ
れ
を
数
次
に
わ
た
っ
て
改
稿
し
て
一
一
月
に
は
喜
多七大夫の奥書加判を得ていた（初稿本・再稿本と言われるものが現存）が、万治元年六月に朝山意林庵に序を請うた（こ（注型
の時定稿本と一一一一口うべきものがあったはずだが、それは現存しない）。そして二年八月にそれに抄を加えて『昔語抄」とし、
三
晩
年
、
死
亡
Hosei University Repository
７３大蔵虎明上演年譜考
さ
ら
に
三
年
一
一
一
月
に
『
わ
ら
ん
べ
草
」
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
米
倉
氏
『
わ
ら
ん
べ
草
（
灘
鵜
）
研
究
」
に
詳
し
い
が
、
そ
の
後
「
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
」
四
に
小
山
弘
志
氏
に
よ
っ
て
虎
明
自
筆
の
「
昔
語
乾
坤
」
が
翻
刻
さ
れ
た
。
乾
巻
は
『
昔
語
」
に
若
干
の
注
を
付
し
た
も
の
、
坤
巻
は
「
自
讃
」
等
で
、
後
の
『
昔
語
抄
』
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。
乾
巻
に
慶
安
四
年
六
月
の
奥
書
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
若
干
の
年
月
を
経
て
成
っ
た
も
の
ら
し
く
、
『
昔
語
抄
」
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
ゆ
る
し
共
、
取
し
党
」
の
う
ち
、
神
道
に
つ
い
て
は
「
吉
田
萩
原
兼
従
公
」
よ
り
印
可
を
得
た
と
あ
る
。
『
狂
言
始
り
」
に
「
萩
原
兼
従
卿
よ
り
も
神
道
御
伝
授
に
而
御
印
可
感
状
迄
被
下
」
と
あ
る
の
と
関
係
す
る
の
だ
が
、
狂
言
本
の
「
萬
集
類
」
の
巻
尾
に
虎
道
（
栄
虎
の
前
名
）
と
と
も
に
正
保
二
年
五
月
に
伝
授
さ
れ
た
「
狂
言
之
大
事
」
「
申
楽
翁
大
事
」
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
「
神
道
秘
密
翁
大
事
」
を
著
し
た
ら
し
い
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
伊
達
家
の
能
大
夫
桜
井
家
に
伝
え
ら
れ
た
転
写
本
に
よ
っ
て
天
野
文
雄
氏
が
「狂言大蔵家の《翁》秘説」（「能ｌ研究と評論」岨、平成４．５。「翁猿楽研究」平成７、に収録）で明らかにされたが、
そ
れ
は
豆
口
語
抄
」
と
「
わ
ら
ん
べ
草
」
の
間
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
古
典
の
う
ち
「
徒
然
草
印
可
」
に
つ
い
て
は
「
昔
語
抄
」
に
な
く
『
わ
ら
ん
べ
草
」
で
加
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
「
、
藥
齋
、
喜
齋
、
一
花
堂
、
伝
授
也
」
と
あ
る
。
一
花
堂
に
つ
い
て
は
小
高
敏
郎
氏
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
」
（
昭
和
型
が
一
華
堂
切
臨
の
事
績
を
追
う
中
で
触
れ
ら
れ
、
伝
授
は
明
暦
以
前
の
こ
と
だ
ろ
う
と
さ
れ
、
『
源
氏
物
語
』
『
伊
勢
物
語
」
に
つ
い
て
も
切
臨
の
伝
授
か
と
さ
れ
た
。
藥
齋
に
つ
い
て
は
齋
藤
彰
氏
「
わ
ら
ん
べ
草
の
徒
然
草
古
注
受
容
」
二
学
苑
』
平
成
５
．
２
，
３
）
が
『
徒
然
草
」
受
容
史
の
観
点
か
ら
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
お
り
、
加
藤
藥
齋
の
印
可
は
や
は
り
『
昔
語
抄
』
と
『
わ
ら
ん
べ
草
』
の
間
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
（注嘔）
喜
齋
に
つ
い
て
は
従
来
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
二
宅
寄
齋
で
あ
ろ
う
。
切
臨
の
師
、
藤
原
慢
窩
と
交
遊
の
あ
っ
た
儒
学
者
で
、
「
徒
然
草
」
烏
丸
光
広
本
の
球
文
に
あ
る
「
亡
羊
処
士
」
そ
の
人
で
あ
る
。
別
の
箇
所
に
「
喜
齋
老
」
と
あ
る
が
、
虎
明
よ
り
一
七
歳
年
長
で
、
慶安二年に没した。喜齋については古く文政一一一一年（一八三○）刊『先哲叢談後編』、最近では上野洋一一一氏「一一一宅亡羊
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の「履歴』」（「雅俗」９、平成Ⅲ・１）「三宅亡羊の遺書」（「文学』平成Ⅲ．１，２）がある。「一一一宅亡羊の「履歴」」に翻
刻
さ
れ
た
『
履
歴
』
は
門
人
に
よ
る
年
譜
で
あ
る
が
、
「
徒
然
草
』
と
の
関
わ
り
は
岐
阜
中
納
言
や
後
水
尾
院
に
講
じ
た
こ
と
し
か
記
し
て
い
な
い
。
江
戸
下
向
も
一
一
度
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
三
段
抄
に
「
江
戸
に
て
、
京
の
喜
齋
、
保
田
甚
兵
衛
殿
に
て
、
つ
れ
ノ
ー
の
か
う
し
や
く
有
し
時
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
江
戸
で
寄
齋
が
何
を
し
て
い
た
の
か
を
知
ら
せ
る
貴
重
な
記
録
な
の
で
あ
る
。
な
お
虎
明
は
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
「
ひ
め
お
く
事
共
ま
で
き
、
し
事
、
十
三
冊
に
し
て
、
私
覚
抄
と
名
付
」
た
と
い
う
が
、
そ
の
本
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
印
可
を
得
た
一
九
箇
条
の
う
ち
宗
教
・
古
典
関
係
の
多
く
は
晩
年
の
も
の
ら
し
い
。
『わらんべ草』が引く書籍類については、杉森美代子氏「版本刊行の面からみた「わらんべ草」成立過程の考察」
（
「
東
京
学
芸
大
学
研
究
報
告
」
Ⅲ
、
昭
和
〃
・
３
。
「
狂
言
研
究
ｌ
考
察
と
鑑
賞
」
昭
和
仏
、
に
「
江
戸
初
期
刊
本
に
よ
る
「
わ
ら
ん
べ
草
」
成
立
過
程
の
考
察
」
と
し
て
収
録
）
、
米
倉
氏
「
わ
ら
ん
べ
草
の
典
擦
」
に
詳
し
い
が
、
仮
名
草
子
の
類
な
ど
数
多
く
、
虎
明
の
修
学
が
晩
年
ま
で続いていたことがよくわかる。
（注⑫
万
治
三
年
に
は
こ
の
他
に
、
大
蔵
助
左
衛
門
に
宛
て
て
「
大
蔵
虎
明
伝
授
目
録
』
を
与
え
、
ア
シ
ー
フ
イ
間
の
台
本
三
冊
を
大
蔵
長
士
ロ
に
与
え
、
ま
た
風
流
の
台
本
を
ま
と
め
て
い
る
。
舞
台
は
少
な
い
が
、
活
発
な
修
学
・
著
述
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
万
治
三
年
の
薪
能
二
古
之
御
能
組
」
に
よ
る
も
の
で
、
「
薪
能
番
組
」
で
は
栄
虎
）
、
翌
寛
文
元
年
の
春
日
若
宮
後
日
能
が
最
後
の
記
録
と
な
る
。
引
退
に
つ
い
て
は
「
家
之
系
図
」
に
、
、
寛
文
元
年
、
十
一
月
、
隠
居
被
仰
付
、
同
十
九
日
、
法
体
也
の書き込みがあるが、「柳営日次記』（内閣文庫マイクロフィルム版）の十一月三日に、
｜｜融蜥湘川十石金捕獲魎需衛門
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右
弥
右
衛
門
病
気
故
実
子
弥
太
良
へ
被
下
弥
太
良
以
来
五
人
扶
持
ハ
上
ル（注Ⅳ）
と
あ
っ
て
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
虎
明
の
俸
禄
が
虎
清
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
０ 寛文二寅年正月十三日南都に而病死仕候
とあり、『近代四座役者目録』にも「寛文二壬寅正月二果ル」とある。遅くとも前年の春日若宮祭からは奈良に居続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
笹
野
氏
が
「
解
説
」
に
引
く
茂
山
正
虎
写
「
関
東
師
家
景
図
写
」
に
は
「
寿
六
十
六
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
法
名
は
『
狂
言
始
り
」
等
に
「
道
徹
」
と
あ
る
。
奈
良
の
蓮
長
寺
に
葬
ら
れ
、
墓
は
い
ま
も
あ
る
。
虎明の子どものうち熊蔵・栄虎については前述したが、「大蔵家系図」によれば、その他に、男子に長蔵、平吉、
長
吉
、
女
子
に
キ
イ
、
早
世
し
た
子
、
セ
ン
が
お
り
、
長
蔵
は
「
母
同
」
即
ち
金
剛
右
京
妹
、
平
吉
は
「
江
戸
腹
」
と
あ
る
。
長
蔵
は
先
の道春五○年忌にも出ていたが、後に長大夫家を興す。この人については拙稿「大蔵長大夫家考」二能楽研究』〃、
平
成
砠
・
３
）
で
考
察
し
た
。
平
吉
に
つ
い
て
は
「
後
針
術
を
業
と
し
て
嶋
岡
東
伯
と
云
」
と
あ
る
。
長
吉
に
つ
い
て
は
「
後
城
州
北
イ
ナャッマと云所へ養子二行、嶋岡庄助と云、後年素伯と改」とある。「イナャッマ」は稲八間、現相楽郡精華町であ
る
。
こ
の
人
は
前
述
の
よ
う
に
ア
シ
ラ
イ
間
の
台
本
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
万
治
四
年
ま
で
の
上
演
記
録
が
あ
り
、
長
蔵
の
兄
に
当
る
の
で
は
な
い
か
と
「
大
蔵
長
大
夫
家
老
」
で
考
え
た
。
平
吉
も
長
吉
も
嶋
岡
姓
と
な
っ
た
と
い
う
が
、
虎
清
の
弟
で
弥
惣
右
衛
門
家
を
興
し
た
嶋
岡
順
正
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
由
緒
書
」
に
、
（十五人扶持
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虎
明
の
跡
を
継
い
だ
の
は
栄
虎
、
分
家
と
し
て
そ
れ
を
支
え
た
の
が
長
大
夫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
キ
イ
は
大
蔵
弥
惣
右
衛
門
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
弥
惣
右
衛
門
は
二
代
虎
吉
で
あ
ろ
う
。
さ
て
虎
明
の
所
演
曲
に
つ
い
て
は
、
先
に
回
数
の
多
い
も
の
と
重
く
扱
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
見
た
が
、
考
え
て
お
き
た
い
の
は
所
演
曲と大蔵虎明本所収曲との関係である。虎明本には「万集類」の六曲を含め一一三七曲の台本を収める。これについて
私は「独狂一一一一口をめぐって」（『能Ｉ研究と評論』７、昭和砠・８。『狂言の形成と展開」平成８、に収録）で、〈どちはぐれ〉
や〈寝声〉を狂言記系の狂一一一一口をとったものとして「虎明本も保教本と同じく他流派の狂一一一一口を収めているらし」いとした
ことがあり、「狂一一一一口と唯識Ｉ〈杭か人か〉の形成と展開」（『能と狂一一一一旦１）でも、〈杭か人か〉は同様に狂一一一一口記系の狂言で
あ
っ
た
か
と
し
た
が
、
全
面
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
。
虎
明
本
に
あ
っ
て
そ
の
後
の
大
蔵
流
で
演
じ
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
私
白
身
相
変
わ
ら
ず
「
虎
明
本
の
後
中
絶
」
と
い
っ
た
言
い
方
を
し
て
き
た
の
だ
が
、
は
た
し
て
そ
う
な
の
か
。
（注旧）
そこで所演曲と所収曲を対照させるべく【別表２］を作成した。所演曲については参考のため父虎清・弟清虎の分
も示すこととする。虎明の場合とほぼ同じ資料を用いて収集しえた、虎清は一一三○回（狂言八一○回一一一五曲）、清
虎は五四○回（狂一一一一口一一一七六回一○六曲）の記録によったものである。これらで総計二四○○回を超える記録を把握する
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
入
ご
と
に
回
数
を
数
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
三
人
で
演
じ
た
場
合
は
一
一
一
回
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
例
は
少
な
く
、
ほ
ぼ
江
戸
前
期
の
上
演
の
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
虎
清
本
所
収
曲
（
八
曲
）
、
「
寛
文
書
上
」
所
載
曲
二
六
○
曲
）
を
も
参
考
の
た
め
載
せ
た
。
虎清・虎明・清虎の父子三人による上演記録のある狂一一一一口は一五五曲にのぼるが、このうち曲名不明の〈座頭〉〈相撲
四
所
演
曲
と
大
蔵
虎
明
本
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（大名）〉〈すり〉〈盗人〉〈御年貢〉〈聟入り〉〈山立〉の七曲を除くと、虎明本に収められていないのは、ただ一曲、〈業平
餅
〉
だ
け
で
あ
る
。
慶
長
一
○
年
五
月
四
日
、
徳
川
秀
忠
将
軍
宣
下
祝
賀
能
一
一
日
目
に
「
将
軍
宣
下
御
能
目
録
」
に
よ
れ
ば
巻
法
長
兵
衛
の
シ
テ
に
行
碁
五
郎
兵
衛
と
と
も
に
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
清
が
出
て
い
る
（
た
だ
し
『
文
禄
慶
長
年
間
御
能
組
」
「
古
之
御
能
組
」
は
、
け
ん
ぼ
（ば）う・行ギのみで虎清の名はない）。〈業平餅〉については永井猛氏「狂一一一一貝業平餅〉をめぐってｌ狂一一一一口から歌舞伎
へｌ」（「説話と伝承と略縁笙平成８。「狂言変遷考」平成ｕ、に収録）に詳しいが、群小流派の伝える狂言だったとされ
て
い
る
。
巻
法
ら
に
つ
き
あ
っ
た
も
の
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
「
寛
文
書
上
」
の
一
六
○
曲
は
す
べ
て
虎
明
本
に
あ
る
の
で
、
書
上
に
な
い
七
七
曲
が
ま
ず
大
蔵
流
非
所
演
曲
で
あ
っ
た
か
と
疑
え
る
のだが、残る上演曲一四七曲のうち、「寛文書上」にあるものは一三八曲、ないものは九曲で、この推測を裏付けて
くれる。「寛文書上」にあって上演記録のないものは、〈千鳥〉〈縄絢〉などで、一三曲になる。記録の偏りを考慮すべ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
江
戸
前
期
に
は
あ
ま
り
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
七七曲のうち、上演記録もない六八曲は非所演曲であった可能性が高いと見ていいだろう。先にあげたく杭か人か〉
〈どちはぐれ〉〈寝声〉や「万集類」の六曲などが含まれる。〈三国の百姓〉〈一一一人の長者〉のように、和歌や謡しか記きれ
ていないもの、〈懐中聟〉〈口真似聟〉のように粗筋しか記されていないものが含まれるのは当然であろう。〈河上〉など、
虎
明
本
に
は
別
演
出
の
注
記
ま
で
あ
る
の
だ
が
、
虎
明
の
見
聞
を
記
し
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
い
さ
さ
か
不
思
議
な
の
は
〈
釣
針〉〈仁王〉など、きちんとした台本が記されているものもあることだが、これらはこの後も江戸時代を通じて大蔵流
（注四）
で上演された形跡はないのである。もっと不思議なのは〈鈍根草〉〈泣尼〉〈文荷〉の一二曲が虎清本にもあることである
（〈岩橋〉も和歌だけだが記される）。これらは非所演曲とまでは一一一一口えず、遠い曲であったと言うべきかも知れない（ただしこ
れらも江戸時代における弥右衛門家歴代による上演記録を見たことがない）。
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7８ 
七七曲のうち上演記録のある九曲は所演曲であったのだろうか。〈猿聟〉〈薬水〉はそれぞれ能〈嵐山〉〈養老〉の替アイ
（注型
で、虎明本で本狂一一一戸として収めているだけなので、これは演じられていたとしていいだろう。残るのは〈石神〉〈御前
座頭〉〈二九十八〉〈花盗人〉〈松楪〉〈無縁聟〉〈若菜〉の七曲である。
〈石神〉は、虎清が長命徳右衛門シテのアドを１回、虎清・虎明が鷺権之丞シテのアド１回を勤めたのみで、つき
あっただけだろう。〈御前座頭〉は虎清の１回のみで、記録によってシテ・アドの二通りがあり、これもあやしい。
〈無縁聟〉は虎清シテ、虎明・仁右衛門他アドの１回のみなのだが、虎明本では曲名は〈樽聟〉で、しかも曲名の由来と
〈注皿）
なった肝心の「無縁」という奎叩が使われておらず、台本そのものがあやしい。
〈花盗人〉は虎明シテ、虎清・清虎アドの１回のみ。〈松楪〉は清虎シテの１回で、これは小舞であったのかも知れな
い
が
、
演
じ
て
い
た
こ
と
に
は
な
る
。
他
に
小
舞
が
も
う
１
回
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
享
保
九
年
書
上
」
で
「
珍
敷
狂
言
」
と
さ
れ
、
虎
寛
本にも同様の扱いで台本が載せられており、所演曲であっておかしくはない。なお他に「珍敷狂言」とされたくさい
ほう〉〈樋の酒〉〈饅頭〉は演じられていないが、〈饅頭〉を除いて江戸後期の記録がある（前述の記録のない六八曲のうち、
弥右衛門家歴代による江戸後期の記録が確認できるのは、この二曲と「嘉永二年書上」で所演曲に加える〈重喜〉のみである）。
〈二九十八〉は虎明のシテ１回のみ、〈若菜〉は虎清がシテを２回、アドを１回、清虎は虎清シテのアド１回のみなのだ
が
、
こ
れ
ら
は
虎
明
本
を
見
て
も
、
演
出
注
記
も
あ
り
、
演
じ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
結
局
、
虎
明
本
一
一
三
七
曲
の
う
ち
、
七
一
曲
は
非
所
演
曲
、
少
な
く
と
も
非
常
に
遠
い
曲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
虎
明
の
遺
し
た
著
作
や
文
書
に
つ
い
て
は
、
生
涯
を
追
う
中
で
位
置
づ
け
た
が
、
改
め
て
現
存
す
る
も
の
を
一
覧
し
、
奥
書
を
摘
記
し
付
著
作
・
文
書
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７９大蔵虎明上演年譜考
（
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
付
す
も
の
が
あ
る
が
省
略
す
る
）
、
判
・
花
押
の
形
が
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
注
記
し
、
ま
た
翻
刻
・
複
製
本
を
あげておこう。
１
聞
書
井
笛
集
付
唱
歌
１
冊
。
嚴
護
古
本
能
狂
言
」
五
、
他
。
２
御
ゅ
い
物
に
被
下
候
は
ん
と
被
仰
御
書
お
き
被
成
候
一
つ
書
之
事
（注型
１枚。「寛永拾壱年甲戊五月廿八日大蔵弥太郎虎時（花押Ａ）／大蔵弥右衛門様／同八右衛門殿まいる」。「日本庶民
文化史料集成」四。
３
神
文
之
事
〈注羽）
１枚。「狂言太夫大倉弥太郎虎時（花押Ａ）／寛永拾二年中夏士ロ辰日／山脇和泉殿／同五郎左衛門殿」。
璽所収「狂言由緒略書」。
４
間
狂
言
本
５
衣
裳
付
の
本
４冊。「蓋夫踏舞之為曲也（略）惟時寛永拾一一乙亥歳末冬大呂（惟時寛永拾三丙子歳初春太籏・干時寛永拾三丙子歳中春來
鍾）吉宿於武州江府之金城下拝書（略）千時三十九歳（千時四十歳・惟時四十歳）法名心里道徹居士弥太郎虎時（丸印）
（角印）」。正保一一年正月吉日、虎清奥書加判。扉護古本能狂言」四・五、他。
１冊。「（方印）右此衣裳付之本於我等家ニロ伝一一申渡候儀二侯へ共書付申者也／大蔵弥太郎虎時（丸印三角印×花押
Ｂ）。『古典籍下見展観大入札会目録」（平成９．Ⅱ）に半丁二葉の写真。同目録では書名を「出立之本」とする。
『狂一一一一口辞典資料
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8０ 
６
代
伝
抄
「芸能の科学」
７
間
・
拍
子
舞
８冊。．方印）キ
印×花押Ｃ）」。丁
９
真
伝
集
（
内
題
２巻。「千時寛塾
Ⅲ
狂
言
大
蔵
系
図
７
式
三
番
１
冊
。
ヱ
８
狂
言
本
、全日壺叩
１冊。「（方印）右之書物代々習不残弥右衛門二受相伝其習書付狂言之心持我等分別二而此書物仕出シ候へ共以私之
（注型）
儀非様之知古求新ヲ自其理二此書ヲ一室（書）出者也少も他見有問敷候佃如件／大蔵弥太郎虎時（丸印）（角印×花押Ｂ）」。
『
芸
能
の
科
学
』
邪
、
平
成
ｎ
．
３
、
に
羽
田
昶
・
高
桑
い
づ
み
氏
に
よ
り
翻
刻
。
１冊。「右間之本代々相伝之内委細清濁仕書付申者也／大蔵弥太郎虎時（丸印×角印×花押Ｂ）」。「芸能の科学」別、
平
成
Ⅲ
・
３
、
に
小
田
幸
子
氏
に
よ
り
翻
刻
。
１
帖
。
「
右
吾
等
家
之
系
図
若
此
候
間
後
世
江
可
致
相
伝
者
也
／
正
保
二
乙
酉
林
鐘
吉
辰
／
仙
渓
道
倫
虎
清
（
花
押
）
／
（
丸
印
（
虎
清
の
● 
印ご／大倉弥右衛門虎明（花押Ｃ）」。
「
（
方
印
）
夫
使
道
明
干
一
時
也
（
略
）
惟
時
寛
永
十
九
壬
午
菊
月
良
辰
日
於
武
州
江
府
之
金
城
下
拝
書
／
（
方
印
）
大
倉
氏
虎
明
（
九
坪Ｃ）」。正保二年正月吉日、虎清奥書加判。「蕊醸古本能狂一一一一口」一・二・一一一、他。
（注泌）
「大倉弥太郎虎明（丸印）（（円印）」。「芸能の科学』釦、平成咀・３、に高桑氏により翻刻。
「千時寛永拾九壬午霜月吉日」（上巻）。『戯綴古本能狂言』五。
実伝集）
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８１大蔵虎明上演年譜考
ｂ
初
稿
本
ｂ
秘
蜜
録
一一月、
ｄ
乾
坤
本
１冊。「於武州江府書｛
虎明」（乾巻）。’一月、
、
明
暦
堺
七
堂
狂
言
芝
居
１
冊
。
戸
田
昔
語
抄
ａ
草
稿
本
１
冊
。
「
右
此
書
は
下
書
な
る
ゆ
へ
前
後
不
同
有
清
書
と
見
合
す
べ
し
落
字
数
多
可
有
可
勘
也
／
慶
安
四
年
弥
生
吉
辰
日
於
武
州
書
之
／大倉弥右衛門虎明（花押）／大蔵長太夫まいる」。
ｃ
再
稿
本
ａ
岡
康
文
書
写
本
４冊。「於京都追而勘書之／六十三歳／大倉弥右衛門虎（花押）／万治二年亥九月吉日」（鴻山文庫本）。
１冊。「於武州江府書之干時五十五歳／慶安一一二暦辛卯沽洗吉辰日／従元祖十三代狂一一一一口大夫藤原氏大倉弥右衛門／
虎（花押Ｄ）」。’一月、北七大夫長能奥書加判（鴻山文庫本）。『わらんべ草（騨総）研究」に京大本・松平文庫本を翻刻。
１冊。「於武州江府金城下書之干時／慶安四暦辛卯林鐘吉辰日／従元祖十一一一代狂言太夫藤氏／大倉弥右衛門虎明」。
二
月
、
北
七
太
夫
長
能
奥
書
加
判
。
金城下一一
「於武州江府書之千時五十五歳／慶安一一一一暦辛卯林鐘吉辰日／従元祖十一一一代狂一一一一口大夫藤氏／大倉弥右衛門
（乾巻）。二月、北七太夫長能奥書加判。『日本庶民文化史料集成』四に翻刻。
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
四
に
小
山
弘
志
氏
に
よ
り
翻
刻
。
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8２ 
刑
風
流
之
本
Ⅲ
伝
授
目
録
旧
わ
ら
ん
べ
草
ｂ
抜
書
本
昭和師・３、
Ⅳ
間
の
一
本
ａ
大
本
１冊。
六、他。
５
冊
。
「
、
此
一
冊
、
昔
語
と
名
付
し
は
、
、
よ
し
あ
し
も
、
昔
の
人
の
詞
の
み
、
書
つ
課
け
た
る
物
が
た
り
な
り
、
（
略
）
狂
言
太
夫
■
「
大蔵弥右衛門虎明（花押Ｆ）／万治一一一年極月吉辰日／右之五冊ハ狂一一一一口家継之一人へ可相渡者也」。『蕊醸古本能狂一一一一口』
５冊。「於京都追而勘書之／六十三歳／大倉弥右衛門（判三花押）／万治一一年亥九月吉日」。『わらんべ草（擁露”）研究』
に
広
島
大
学
蔵
本
を
翻
刻
。
１
巻
。
「
右
之
大
事
習
共
金
春
四
良
次
郎
殿
ヨ
リ
代
々
伝
授
也
後
世
予
ヵ
家
次
之
一
子
二
為
談
合
其
方
へ
不
残
令
伝
授
者
也
／
従
元
祖
十三代狂言太夫大倉弥右衛門尉虎明（花押Ｅ）／万治三年庚子正月吉祥日／大倉助左衛門殿参」。『芸能の科学」釦、
に
小
田
氏
に
よ
り
翻
刻
。
１冊。「右風流一一一拾番錐古来之本有前後相違依有之致清書者也／（方印）狂言太夫大蔵弥右衛門虎明（丸印×花押Ｆ）／
Ｉ
 
万治三年庚子極月吉日」。「騒醸古本能狂一一一一口」一一一、他。
１
冊
。
「
右
十
八
番
之
風
流
古
本
之
内
書
抜
候
者
也
／
万
治
三
年
極
月
吉
日
／
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
明
（
花
押
Ｆ
こ
・
『
か
が
み
」
羽
・
別
、
昭和師・３、に島津忠夫氏により紹介昌能と連塗平成２、『島津忠夫著作集」第十一巻、平成四、に収録）。
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８３大蔵虎明上演年譜考 咀処叩幽羽山泗旦四一咽上
印
影
は
、
丸
印
は
不
明
、
角
印
は
偏
は
「
王
」
中
に
「
日
」
妾
は
「
巾
」
だ
が
読
み
は
不
明
、
方
印
は
「
南
五
大
力
菩
薩
」
と
あ
る
。
花
押
は
次
の
六
種
が
使
わ
れ
て
い
る
。
２冊。「右間之本一一一冊者依為童子略家之間与彼者也／（方印）狂一一一一口太夫大蔵弥右衛門虎明（丸印×花押Ｆ）／万治三年極
月吉辰日／大蔵長吉」。
盲Ｔ注
、-〆、.＝
（
３
）
宮
本
圭
造
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
表
紙
が
欠
け
て
お
り
、
初
丁
に
「
慶
長
八
壬
卯
正
月
吉
日
」
と
書
き
込
み
が
あ
り
、
暦
の
は
同
書
で
あ
る
。
能楽研究所蔵笹野堅氏旧蔵資料中に「大蔵虎明年譜」の稿（大判原稿用紙三枚）があり、参考にさせていただいた。
本文引用は大蔵弥太郎氏編「陸鍔古本能狂言」（昭和Ⅲ）による。傍線は原本では朱引である。以下、段数のみを記す
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日
か
ら
も
慶
長
八
年
の
日
記
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｍ（４）「薪能番組』の寛永五年の一一日目南大門能に「狂言弥右衛門・同子」があり、「南都両神事能索引」は弥右衛門子を
「「大倉弥太郎弟」か大倉八右衛門１か不明」とするが、すべて同一人で、清虎であろう。
（５）宮本圭造氏「南都禰宜衆の演能活動」（「芸能史研究』銘～側、平成９．７～Ⅲ・１。「上方能楽史の研究」平成Ⅳ、
（
６
）
能
楽
研
究
所
蔵
笹
野
堅
氏
旧
蔵
資
料
中
に
各
種
資
料
を
翻
字
さ
れ
た
「
雑
録
」
が
あ
り
、
そ
の
中
に
茂
山
正
虎
が
書
写
し
た
と
い
う
「
奈
良
住
居
御
能
役
者
旧
地
誌
」
が
翻
字
さ
れ
て
お
り
、
寛
文
一
○
年
な
の
で
栄
虎
の
こ
と
だ
が
、
「
坊
屋
し
き
町
」
と
あ
る
。
一
部
大
学
構
内
になったが奈良女子大学の南側に現在もある町名である。なお小林貴氏「狂言史研究」（昭和⑬）の「大蔵流宗家の廃
絶」によれば、大蔵流宗家一三代とされる虎年が慶応四年（’八六八）に奈良へ帰った時、坊屋敷町付近に住んだとのこ
と
で
、
家
が
ず
っ
と
あ
っ
た
も
の
ら
し
い
。
（
７
）
福
阿
弥
に
つ
い
て
は
小
山
氏
「
伊
達
文
庫
「
古
之
御
能
組
」
と
江
戸
初
期
の
能
・
狂
言
」
に
触
れ
ら
れ
、
大
名
の
側
近
に
、
芸
の
稽
古
を
し
て
い
て
玄
人
の
役
者
の
補
助
を
し
た
者
た
ち
が
い
た
と
さ
れ
る
。
（
８
）
記
事
が
相
違
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
重
複
し
た
も
の
も
す
べ
て
あ
げ
る
。
な
お
大
勢
物
で
立
衆
に
出
た
だ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
名
前
が
明
記
さ
れ
る
も
の
以
外
は
あ
げ
な
い
。
（９）宮本圭造氏「江戸期の日吉大夫」（「待兼山論叢（美学篇）」犯、平成皿・ｎｏ「上方能楽史の研究」に「丹波猿楽の近
世
」
と
し
て
収
録
）
所
引
。
な
お
宮
本
氏
に
よ
れ
ば
、
同
日
記
の
寛
永
一
二
年
四
月
四
日
条
に
「
昼
今
春
弥
大
郎
所
へ
大
僧
正
御
光
臨
」
と
（
Ⅲ
）
現
在
は
他
に
〈
狸
腹
鼓
〉
を
極
重
習
と
す
る
が
、
伝
来
の
古
い
も
の
な
が
ら
大
蔵
流
で
演
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
新
し
く
、
当
然
虎
明
は
演
じ
て
い
な
い
。
世」として収録）所引。
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
に収録）所引。
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８５大蔵虎明上演年譜考
（、）｜この興行については池田英悟氏「延宝二年の大坂勧進狂言ｌ番組と出演者をめぐってｌ」（「能楽資料センター紀要」
ｕ、平成阻・３）に延宝二年の栄虎の勧進狂言と対比させた考察がある。
（
翌
注
（
６
）
の
笹
野
氏
の
「
雑
録
』
に
こ
の
神
文
が
写
さ
れ
て
い
る
。
（
翌
印
可
を
受
け
た
と
い
う
武
道
の
う
ち
、
こ
の
軍
法
は
武
芸
の
類
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
が
米
倉
氏
「
わ
ら
ん
べ
草
の
著
者
大
蔵
虎
明
考
」
に
（Ⅲ）石塚道子氏「「昔語抄」（万治二年本）をめぐって」（「芸能史研究」閲、昭和別・４）によれば、「昔語抄』には、天明
二
年
（
一
七
八
二
）
岡
康
文
書
写
本
と
「
秘
密
録
」
と
い
う
書
名
を
持
つ
も
の
と
の
一
一
系
統
が
あ
る
。
岡
康
文
は
ワ
キ
方
高
安
流
の
岡
次
郎
右
衛
門
家
の
一
二
代
で
、
そ
の
写
本
は
岡
家
に
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（垣宮本圭造氏「六麓会例会報告〈的》」（『観世」平成Ⅳ．、）によれば、六麓会平成一七年八月例会の「「わらんべ草」
輪
読
」
に
お
い
て
、
中
尾
薫
氏
が
同
様
の
説
を
提
示
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（咄）笹野堅氏「古本能狂言・間につきての研究ｌ大蔵流本Ｉ（｜）」（「国文学研究」８、昭和皿・６）で「大蔵虎明間之一
本
」
と
さ
れ
た
も
の
。
現
存
二
冊
。
（Ⅳ）所領は『由緒書』には「百弐石」とあった。「元禄十一年能役分限帳之控」（『国文学研究資料館紀要」岨、平成５．
３、に樹下文隆氏により影印）の大蔵弥太郎（栄虎の子、縁虎）の項にも「地方百弐石」とある。ただし能楽研究所般若
窟
文
庫
蔵
「
金
春
座
中
石
高
控
」
（
寛
文
七
年
の
も
の
と
さ
れ
る
）
に
は
「
知
行
百
石
有
」
と
あ
る
。
（
肥
）
ア
ド
し
か
勤
め
て
い
な
い
も
の
に
は
「
ア
ド
」
、
小
舞
を
演
じ
た
も
の
に
は
「
舞
」
と
注
記
す
る
。
異
曲
名
に
も
○
が
あ
る
も
の
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
曲
名
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
四
）
奥
書
は
虎
清
の
没
す
る
二
ヶ
月
前
の
正
保
三
年
五
月
で
、
虎
明
本
よ
り
遅
れ
る
の
だ
が
、
虎
清
自
筆
の
一
番
綴
本
を
合
綴
し
た
も
の
で
、
書写は古い。法政大学能楽研究所編「鴻山文庫能楽資料解題下』（近刊）参照。
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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8６ 
（付記）本稿は平成一七～二○年度日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究ＢＴ））による研究「地方諸藩の能楽資料に
基
づ
く
都
市
と
能
楽
の
総
合
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
〆■へ〆￣､〆￣、〆￣、〆￣､〆￣､
２６２５２４２３．２２２１ 
、＝〆、－〆、‐〆、－－、－〆、－〆
（別）
ただしく薬水〉は虎清が情虎らとともに狂言として演じた１回のみ。大蔵流では〈養老〉の替アイとしても演じた形跡が
ない。ただし、虎清本に台本があり、また堺七堂浜勧進狂言で上演されており（シテは伊予より来た光月清十郎）、八右
衛
門
家
で
は
「
天
保
八
年
書
上
」
な
ど
に
あ
げ
て
い
る
。
拙稿「聟入り物狂言の諸相」（『文学』平成肥．、、、）参照。
「日本庶民文化史料集成」四の翻刻では「虎明」とある。まぎらわしい字体だが「虎時」である。
花押については注（皿）の笹野氏の写しによる。
奥書について高桑いづみ氏の御教示を得た。
西村聡氏の御教示による。備考の「御成留帳」も加能越文庫蔵。これも西村氏の御教示による。
注（皿）に同じ。
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８７大蔵虎明上演年譜考
【別表ｌ】大蔵虎明上演記録一覧
凡例的なことども
年西暦で示す。
月閏月にはけ」を付す。
日不明の場合は「＊」とする。
名前「弥太良」は「弥太郎」とする。
演目能には「能｣、小舞には「舞」を付す。
役名三番三は不記。
他役がシテの場合は、アドの役者名を記す。
役がアドの場合は、シテ・他のアドの役者名を記す。
三番三の場合は翁の役者名を記す。
役がアイの場合は、能のシテの役者名を記す。
替間は狂言として扱う。
備考催しの場所・趣旨等、その他の注を記す。
資料（略号一覧）
薪薪能番組（『日本庶民文化史料集成」三）
薪１日薪芸能I日記（片岡美智蔵）
春日春日社家日記（本文参照）
天慶元天正慶長元和年間御能組（観世文庫）
古古之御能組（宮城県図書館伊達文庫蔵）
控江戸初期能組控（能研般若窟文庫蔵）
城御城諸家御能組（観世文庫蔵）
尾張御成将軍家御成能記録（大倉三忠蔵）
宣将軍宣下能目録（能研観世新九郎家文庫蔵）
行幸仙洞行幸・仙洞・日光御能組（観世文庫蔵）
若宮春日若宮祭礼能番組（『能楽研究』１６）
寛永寛永雑記（能研蔵フイルム）
加賀御成墓嘉藤I霊霧1V戊之次第(金沢市立玉川図
前期江戸前期能組（大倉源次郎蔵。宮本圭造ｉ
研究』による）
雲上雲上散楽会宴（観世文庫蔵）
日光日光御社参御祝儀御能番組（観世文庫蔵）
明暦明暦堺七堂狂言芝居（山本東次郎家蔵）
(金沢市立玉川図書館近世史料
『上方能楽史の
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一兀一兀
一元一元
料
旧
旧
旧
日
慶
慶
１
１
慶
慶
２
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
 
涜
薪
薪
薪
薪
薪
薪
薪
春
天
天
古
古
天
天
古
控
控
控
控
控
控
控
控
控
控
控
控
控
控
控
控
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
役名他傭考
アド甚六・甚六舎弟薪能二日目南大門能
シテ鷺薪能四日目南大門能、薪は大明狂言・弥右衛門
アイ太刀持今春大夫薪能六日日南大門能
シテ 弥七・甚六・同舎弟薪能二日目南大門能
アド甚六・鷺薪能四日目南大門能
アド甚六薪能六日目南大門能
アド甚六・鷺薪能七日目南大門能
シテ 春日若宮祭礼後日能
金券秀忠将軍宣下祝賀能二日目、古・宣は弥右衛門
観世伏見城西丸観世能後日、古は弥右衛門
シテ弥右衛門豊国神社八月例祭能、原弥三郎
シテ弥右衛門大坂城北政所饗応能
金春大夫二条城公家衆等饗応能後日、古は弥右衛門
金春大夫女院御所観世金春能後日、古は弥右衛門
アド弥右衛門薪能六日目南大門能
新五郎駿府藤堂和泉守高虎邸能
アイ新五郎同上
アド弥右衛門・善四郎同上
アド仁右衛門・徳右衛門他同上
アイ徳川頼宣駿府城三の九慰み能
アド弥右衛門・徳右衛門同上
観世大夫駿府城三の九慰み龍
アイ観世大夫同上
アド弥右衛門・徳右衛門他同上
アド弥右衛門・行ギ他同上
アド弥右衛門同上
アド弥右衛門・仁右衛門駿府城三の丸慰み能、年月日は能之留帳
シテ弥右衛門他駿府城二の丸慰み能、年月日は能之留帳、原弥右
シテ弥右衛門・行ぎ駿府城三の九慰み能、年月日は天慶元
シテ弥右衛門・久兵衛同上
アイ梅若同上
アド仁右衛門・弥右衛門他江戸城公家門跡衆饗応龍
アイ今春七郎同上
アド弥右衛門・仁右衛門同上
アド弥右衛門同上
アイ金剛大夫同上
アド弥右衛門・仁右衛門同上
アイ今春七郎将軍秀忠加賀筑前守利常邸御成能
アド弥右衛門・仁右衛門同上
アイ今春七郎同上
アド弥右衛門・仁右衛門他同上
アド弥右衛門・仁右衛門同上
今春七郎加賀筑前守利常邸将軍御成済後宴能
アイ今春七郎同上
アド弥右衛門・仁右衛門同上
アドアイ今春七郎同上
アド弥右衛門・甚兵衝同上
今春七郎将軍秀忠藤堂和泉守高虎邸御成能
アド弥右衛門・仁右衛門同上
アドアイ花崎左京同上
アド弥石衛門同上
アイ花崎左京同上
アイ浅井喜助藤堂和泉守高虎邸将軍御成済後宴能
アド弥右衛門・甚兵術同上
アイ花崎左京同上
今春七郎江戸城金春大蔵観世梅若能
シテ弥右衛門他同上
アド仁右衛門・弥右衛門他同上
アドアイ今春七郎同上
アド仁右衛門・久兵衛同上
アイ今春七郎将軍秀忠藤堂和泉守高虎邸御成能
アド弥右衛門・仁右衛門同上
アイ花崎左京同上
アド弥右衛門・橘之丞同上
アド弥右衛門・仁右衛門同上
シテ椎之丞・弥右衛門蕨堂和泉守高虎邸将軍御成済後宴能
アイ花崎左京同上
年月
16012 
16012 
16012 
16022 
16022 
16032 
16032 
160311 
16055 
16057 
16058 
160510 
16068 
16068 
16082 
16132 
16132 
16132 
16132 
16133 
16133 
16133 
16133 
16133 
16133 
16133 
16133 
16134 
16134 
16134 
16134 
16174 
16174 
16174 
16174 
16174 
1617４ 
１６１７５ 
１６１７5 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
16175 
1618ウ3
1618ウ3
1618ウ3
1618ウ3
1618ウ3
1618ウ３
１６１８ウ３
日名前
８弥太郎
11弥太郎
１４弥太郎
10弥太郎
１４弥太郎
１１弥太郎
１２弥太郎
２７弥衛門子
４弥太郎
８弥太郎
１９称太郎
４くま
３弥太郎
８弥太郎
１３称太郎
１６弥太郎
１６弥太郎
１６弥太
１６弥太
５弥太
５弥太
１１弥太郎
１１弥太
11弥太
１１弥太
１１弥太
２９弥太
５弥太
６弥太
６弥太
６弥太
29弥太郎
２９弥太郎
２９称太郎
２９弥太郎
２９弥太郎
２９弥太郎
１３弥太郎
１３弥太郎
１３弥太郎
１３弥太郎
１３弥太郎
１４弥太郎
１４弥太郎
１４称太郎
１４弥太郎
１４称太郎
１８称太郎
18称太郎
１８弥太郎
１８弥太郎
１８弥太郎
１９称太郎
１９弥太郎
１９弥太郎
２２弥太郎
２２称太郎
２２称太郎
２２称太郎
２２弥太郎
２０弥太郎
２０称太郎
２０弥太郎
２０称太郎
20称太郎
２１弥太郎
２１弥太郎
》》
み
む
ち
み
ん
か
ず
〃に、
ぼ
か
日け一言
｝」｝》
の
て
●
よ
わ
参
ん
の
鶴
門
寺
寺
こ
輪
門
う
狂
宅
伏
立
舞
三
三
む
む
三
三
売
一
一
一
砂
ま
考
え
た
三
近
ぎ
か
ま
り
し
ね
ま
う
材
石
上
く
嶋
撲
埴
角
神
三
生
沙
井
鋒
成
立
葛
風
鼓
む
片
永
立
嶋
撲
駆
神
沙
筒
演》檸潅瘤瘤剛魎鰄華奉鷆露華誘諏謡鰄諄巍鰄睦華繩秘嘩や》薇酸聿繩瀧麹疹評鐸錨螂麹趣鰄纐謡赫輕轌噸藏酊瀧迦繧瀧鐡潅藏醗ユ瀧跡”銅”噸繩麺織
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8９ 大蔵虎明上演年譜考
日名前演目役名
２，弥太郎三人片輪アド
２，弥太郎能三輪アイ
２，弥太郎能項羽アイ
，称太郎能通盛アイ
，称太郎入間川アド
１弥太郎連歌盗人アド
１弥太郎能三井寺アドアイ
１弥太郎悪坊アド
１弥太郎入間川アド
１称太郎悪坊アド
１弥太郎こしいのりアド
１弥太郎とびこへシテ
２弥太郎千歳
２弥太郎引敷むこアド
２弥太郎能江口アイ
２弥太郎能爾田アイ
２弥太郎武悪アド
２称太郎能世我意アイ
２称太郎脱アド
２弥太郎ひつしきむこアド
２弥太郎ふあくアド
８弥太郎能竹生嶋アイ
８称太郎八句連歌アド
８弥太郎楽阿弥シテ
８弥太郎能天鼓アイ
８称太郎能融アイ
３０称太郎能願アイ
３０弥太郎今参アド
３０弥太郎能天鼓アイ
３０弥太郎庖丁むこアド
３０弥太郎能空腹アイ
２２弥太郎狐塚アド
２２弥太郎能富士太鼓アイ
２２弥太郎能葵上アイ
１１弥太郎千歳
１１弥太郎能白髭／道者アドふな
１１弥太郎庭鳥むこシテ
,，弥太郎三人片輪アド
１１弥太郎能鍾臘アイ
11弥太郎薩摩守シテ
６弥太郎無縁聾アド
６弥太郎能東北アイ
６弥太郎伯養アド
６称太郎能項羽アイ
６弥太郎能空八舟行アイ
６弥太郎竹の子アド
１８弥太郎能田村アイ
１８称太郎随方角アド
１８弥太郎龍融アイ
ｌ弥太郎三番三
１称太郎ゑひすひしやもんアド
１弥太郎今まいりアド
１弥太郎三人かたはシテ
２弥太郎あきうシテ
２弥太郎能葵上アイ
２弥太郎ふくろうシテ
３称太郎三番
３弥太たうずまふシテ
３弥太しうるんアド
３弥太らくあみシテ
４弥太ざつまのかみシテ
４弥太郎二千石シテ
４弥太郎ぢしやくアド
１４弥太郎能八嶋／那須与市シテ
１４弥太郎鼻取相撲アド
１４弥太郎あざいなアド
１４弥太郎棒しばりアド
年月
１６１８ウ３
１６１８ウ３
１６１８ウ３
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８4 
1618４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８４ 
１６１８4 
16184 
1618４ 
１６１８４ 
１６１８５ 
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16203 
16203 
16203 
16205 
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1620５ 
他備考
弥右衛門・に右衛門他同上
花崎左京同上
今春八左衛門同上
今春七郎江戸城四座立合能初日
弥右衛門・仁右衛門同上
仁右衛門・弥右衛門同上
今春八郎同上
弥右衛門・二郎八同上
弥右衛門・仁右衛門同上
弥右衛門・二良八同上
仁右衛門・樋之丞同上、古は弥右衛門
仁右衛門同上、古は弥右衛門
今春七郎江戸城四座立合能後日
弥右衛門・仁右衛門他同上
観世三十郎同上
今春八郎同上
弥右衛門・仁右衛門同上
観世三十郎同上
弥右衛門同上、大なへゆる、城は権之丞
弥右衛門・仁右衛門他同上
弥右衛門・仁右衛門同上
今春八左衛門藤堂和泉守高虎邸能
弥右衛門同上
権之丞・弥右衛門他同上
花崎左京同上
花崎左京同上
今春七郎江戸城観世金春梅若能
弥右衛門・櫓之丞同上
今春八郎同上
弥右衛円・仁右衛門他同上
梅若同上
弥右衛門・仁右衛門藻堂和泉守高虎邸能
今春七郎同上
花崎左京同上
今春七郎江戸城公家衆饗応能
弥右衛門・仁右衛門同上
仁右衛門・二郎八他同上
弥右衛門・仁右衛門他同上
今春七郎同上
弥右衛門・樋之丞同上
弥右衛門・仁右衛門他江戸城観世金春能
今春七郎同上
弥右衛門・楢之丞同上
大蔵大夫同上
今春八郎同上
弥右衛門・仁右衛門同上
今春七郎若君家光藤堂和泉守高虎邸御成能
弥右衛門・樋之丞同上
花崎左京同上
金剛新太郎高安太郎左衛門堺勧進能初日
弥右衛門・万介同上
弥右衛門・弥次同上
市兵衛・三吉．おき同上
弥次・万介・三吉高安太郎左衛門堺勧進能二日目
新太郎同上
弥次・甚兵術同上
新太郎高安太郎左衛門堺勧進能三日目
おき・万介他同上
弥右・醤兵衛同上
おき・三吉同上
弥右・甚兵術高安太郎左衛門堺勧進能四日目
市兵衛同上
弥右・三吉同上
江戸城四座能
弥右衛門・樋之丞同上
弥右衛門同上
弥右衛門・仁右衛門同上
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役名他備考
シテ弥右術1'１．弥次兵衛同上
今春七郎江戸城三座能
アド弥右衛門・橘之丞同上
アド仁右lWPI・梅之丞同上
アイ観世三十郎同上
アド称右衛１Ｗ・仁右衛門同上
アイ梅若同上
アド弥右iWl11・樵之丞同上
オモアイ梅若同上
シテ樋之丞・三吉七大夫御成檎助巡能初日
アド二石・樋之丞・三吉同上
アイ七大夫同上
アド椎之丞・称一郎同上
七大夫七大夫御成檎勧進能ニロ目
シテ樵之丞・弥次他同上、原白髪、道者不記
アド二右衛門・権之丞他同上
シテ権之丞・三吉・弥次同上
アド樋之丞・半三郎同上
アド弥右・弥次・二郎八同上
オモアイ七大夫同上
シテ甚兵衛・三吉他七大夫御成橋勧進能三日目
アイ七大夫同上
アド権之丞他七大夫御成橋勧進能四日目
シテ橘之丞同上
アド仁右衛門・椎之丞江戸城三座能
アド弥右衛門・橘之丞同上
アイ大蔵大夫同上
アイ七大夫同上
アド弥右衛門・弥次兵衛同上
今瀞七郎江戸城公家衆饗応能
アドアイ今春七郎同上
アド通し弥右衛門・権之丞他同上
アド弥右衛門・権之丞他同上
シテ弥右衛門・仁右衛門同上
アド仁右衛門・弥右衛門他江戸城三座能
アド．弥右衛円・橘之丞同上
アイ今春七郎同上
アド樋之丞同上
アド女弥右術1'W・仁右衛門同上
アドアイ七大夫同上
アド弥右衛門・権之丞江戸城饗応能初日
アイ北左京同上
今春七郎江戸城饗応能後日
アイ今春七郎同上
アド仁右衛門・樵之丞同上
アド弥右衛門・権之丞他同上
アド弥右衛門・仁右衛門同上
アイ観世三十郎同上
アド弥右術'1１１江戸城三座能
アド女仁右衛１１１．徳右衛門同上
シテ弥右衛門他同上
北七大夫江戸城慰み能
アド通し弥右衛門・権之丞他同上
アイ北七大夫同上
シテ弥右iOiln1・様之丞同上
アド弥右術1'１．億右衛門同上
アイ北七大夫大綱薗家光麟堂和泉守高虎邸御成能
アド弥右iWII1・椎之丞他同上
シテ臆堂和泉守商虎邸御成済後寓能
アイ北左京同上
シテ弥次兵衛同上
アド楢之丞・弥右衛門他江戸城三大名霧応能
アド弥右IiiP1・弥次兵衛同上
アド憾右術1'リ・権之丞他同上
シテ弥右iii111.億右衛門他同上
シテ弥太郎弟薪能初日南大門能
アイ北七大夫大御所秀忠尼弧藩邸御成能
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日名前爾ロ
１４弥太郎薩摩守
１称太郎千歳
１弥太郎奥大黒
１称太郎秀句傘
１弥太郎能玉葛
1弥太郎武懸
１弥太郎能放下僧
１称太郎どぶがっちり
Ｉ弥太郎能錦戸
６弥太なへ八ばち
６弥太あさう
６弥太能舟弁慶
６弥太〈び;１
７弥太三番三
７弥太能白蝿／道者
７弥太たうずまう
７弥太三人がたわ
７弥太したうはうがく
７弥太らくあみ
７弥太能三井寺
８弥太松やに
８弥太能自然居士
９弥太ちぎり木
９称太郎二千石
２５称太郎なへ八抱
２５称太郎粟田口
２５称太郎能船弁慶
２５称太郎能ＩＩｉｌｍｌ
２５称太郎懇坊
１１弥太郎三番三
１１称太郎能白髭
１１称太郎唐相換
１１称太郎あざう
１１称太郎いくゐ
２５称太郎三本ノ柱
２５弥太郎今参
２５弥太郎能東北
２５称太郎二千石
２５弥太郎盗人ノ子
２５弥太部能鞍馬天狗
６称太郎今参
６称太郎能三鰭
７称太郎千歳
７弥太郎能白楽天
７弥太郎粟田口
7弥太郎よれ一
７弥太郎ふあく
７称太郎能天岐
３称太郎柿山伏
３弥太郎墨塗
３称太郎さいのIEI
３称太郎三番三
３称太郎唐相換
３称太郎能東北
３称太郎ふす
３弥太郎鼻取相換
１２称太郎旋回鵬居士
１２弥太郎三人片絵
１３弥太郎能賀茂／111楢
１３弥太郎能三鯖
１３弥太郎二九十八
１２弥太郎庭卿むこ
１２弥太郎盗人の子
１２弥太郎蝿太郎
１２称太郎随方角
１０称太郎郷人
１３称太郎能八嶋
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同上尾張御成
北七大夫同上尾張御成
観世三十郎大納言家光尾彊藩邸御成能尾張御成
金春愈勝二条城家光将軍宣下祝賀能後日、二拾七歳宣
樵之丞５弥右衛門他大御所秀忠紀伊中納寳頼宣邸御成龍一一一~￣￣舌7－
年月
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１６２４１１ 
名
一テオ０
役
シ
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日名前
１３弥太郎
１３称太郎
１８称太郎
１６称太郎
２３弥太郎
２３称太郎
２３称太郎
２３称太郎
２７弥太郎
２７弥太郎
２８弥太郎
６弥太郎
６弥太郎
６称太郎
６弥太郎
６弥太郎
６弥太郎
１０弥太部
10称太郎
１０弥太郎
１０称太郎
１０弥太郎
１１称太郎
１１称太郎
２０弥太郎
２８称太郎
２８弥太郎
２８称太郎
２８弥太郎
２８称太郎
２８弥太郎
２８称太郎
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北七大夫同上
北七大夫同上
弥右衛門・椎之丞同上
権之丞・五郎兵衛将軍家光紀伊中納言頼宣邸御成能
北七大夫同上
弥右衛門・八右衛円紀伊中納言頼宣邸御成済後宴能
観世左近大御所秀忠水戸宰相頼房邸御成能
観世左近同上
弥右衛門・横之丞同上
仁右衛門・椎之丞同上
弥右衛門・金右衛門同上
弥右衛門・佐左衛門同上
観世左近将軍家光水戸宰相頼房邸御成能
翅世左近同上
弥右術門他同上
仁右衛門一機之丞同上
弥右衛門・太郎右衛門同上
弥右衛門水戸宰相頼房邸御成済後宴能
市兵衛・佐左衛門他同上
桜井八右衛門将軍家光伊達陸奥守政宗邸御成能
仁右衛門・椎之丞江戸城本丸奥舞台能
弥右術門ｏ仁右衛門同上
仁右衛門ｏ権之丞同上
北七大夫同上
弥右衛門同上
観世左近同上
楢之丞・弥右衛門同上
北七大夫同上
梅之丞ひ弥右衛門他同上
北七大夫同上
仁右衛門・権之丞他江戸城西丸能
北七大夫同上
弥右衛門他同上
今春七郎同上
今春七郎将軍家光蒲生下野守忠郷邸御成能
弥右衛門・横之丞同上
仁右衛門・椎之丞同上
弥右衡門・佐左衛円他同上
横之丞・仁右衛門他大御所秀忠蒲生下野守思郷邸御成能
今春七郎同上
弥右衛門ｂ権之丞同上
北七大夫同上
弥右衛門・椎之丞同上
北七大夫同上
麹批左近蒲生下野守忠郷邸御成済後宴能
弥右衛門。喜左衛門同上
弥右衛門同上
弥右術門・八右衛門将軍家光上野寛永寺御成聡子
今春七郎江戸城本丸奥舞台下掛り能
今春七郎同上
弥右衛門・弥二兵衛他同上
北七大夫同上
弥右衛門・八右衛門同上
弥右衛門・喜左衛門同上
弥右術門・八右術Ｆ１将軍家光金地院御成藤子
弥右衛門同上
弥右衛門･椎之丞江戸城本丸わたまし祝賀公家衆饗応能
今春七郎江戸城西丸わたまし祝賀公家衆饗応能
弥右衛門・市兵衛他同上
仁右衛門・権之丞他同上
今春七郎同上
楢之丞・四郎兵衛同上
鼻取相撲アド弥右衛門・八右衛門
茶つほシテ弥右衛門・喜左衛門
鋒もちさけキリアド弥右術門・八右術Ｆ１
鐸くらままいりキリァド弥右衛門
墨塗アド‐弥右衛門･権之丞
能田村アイ今春七郎
楽阿みアド弥右衛門・市兵衛他
靭猿アド仁右衛門・権之丞他
能藤永アドアイ今春七郎
典シテ横之丞・四郎兵衛
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日名前漬月役名他備考
１５弥太郎二千石アド樋之丞同上
４称太郎あさうアド仁右衛門・樋之丞他大御所秀忠江戸城本丸御成能
４弥太郎今参アド弥右衛門・人右衛門同上
４弥太郎口真似アド樋之丞・弥一郎同上
４弥太郎能海士アイ北七大夫同上
５弥太jmB能真盛アイ北七大夫大御所秀忠駁河中納雷忠長邸御成能
５弥太郎太刀奪アド弥右衛門・八右衛門同上
１２称太郎めちかアド仁右衛門・楢之丞他将耶家光駿河中納官忠長邸御成能
１２称太郎犬山伏アド弥右衛門・横之丞他同上
１３称太郎爽毘沙'１１アド弥右衡門・五郎左iW門駿河中納宮悠長邸御成済後宴能
１３称太郎老武者アド弥右衛門他同上
２６称太郎引敷むこアド橘之丞・仁右衛門他将、家光尾張中納薗義直邸御成龍
２６弥太郎墨ぬりアド弥右衛円・櫓之丞同上
２７称太郎鍋八抱アド弥右衛門・市兵衛尾腹中納言義直邸御成済後宴能
２７弥太郎蕊方角シテ五郎左衛門・佐左iW1W同上
８称太郎能玉井アイ観世三十郎大御所秀忠尾擾中納言義直邸御成能
８称太郎庭鰯むこアド八右衡円・弥右衛門他同上
８称太郎秀句傘アド仁右衛門心機之丞同上
８弥太郎能芭蕪アイ北七大夫同上
８弥太郎萩大名アド弥右衛門・橘之丞同上
８称太郎能椰騨アイ観世三十郎同上
８称太郎墨塗アド仁右衛門・樵之丞同上
６称太郎あきうアド仁右衛門・横之丞他江戸城本丸能
６称太郎墨ぬりアド弥右衛門・橘之丞同上
６称太郎比丘貞アド椎之丞・称一郎同上
６称太郎能百万アイ北七大夫同上
８称太郎千歳今春七郎江戸城西丸能
８弥太郎能賀茂／田植シテ同上
８弥太郎せんし物アド弥右衛門・権之丞他同上
８称太郎粟田口アド仁右衛円・横之丞同上
８弥太郎能御アイ観世三十郎同上
８弥太郎二人大名シテ八右衛門・弥右衛円同上
７称太郎三番三／田歌ふし今春七郎江戸城本丸諸円IMF饗応能
７称太郎能嵐山／さるむこシテ弥右衛門他同上
７弥太郎水懸婿シテ弥右衛門・椎之丞同上
７称太郎よれ市アド橘之丞・仁右衛門他同上
７弥太郎釣狐アド弥右衛門同上
７弥太郎能自然居士アイ北七大夫同上
１１称太郎音曲ｂこアド樋之丞・仁右衛門江戸城西丸賭門跡聾応能
１１弥太郎桑アド弥右衛門・櫓之丞同上
１１弥太郎能道成寺オモアイ今春七郎同上
１１称太郎能天鼓アイ北七大夫同上
１１弥太郎見ごいの察花シテ弥右衛門・弥二兵衛同上
２８称太郎引敷むこアド椎之丞・仁右衛門他大御所秀忠麗堂和泉守高虎邸御成能
２８弥太郎花盗人シテ弥右衛門・八右衛円他同上
２８弥太郎能働アイ観世三十郎同上
２８弥太郎腐礫アド弥右衛門・弥二兵衛同上
２８称太郎能葵上アイ北左京同上
２８弥太郎能紅葉狩アイ悪女今春七郎同上、シテ不毘、城による
２８弥太郎唐相撲アド仁右術門・権之丞他将軍家光藤堂和泉守高虎邸御成能
２８称太郎墨ぬりアド弥右衛円・横之丞同上
２８称太郎能三井寺オモアイ今春七郎同上
２９称太郎三番三今春七郎懸鐡和泉守高虎邸御成済後宴能
２９弥太郎鎧アド八右衛1Ｗ・弥右衛門同上
７弥太郎千歳今春七郎江戸城西丸七夕能
７称太郎能嵐山／さる鐸シテ権之丞他同上
７称太郎牛風アド弥石衛円・楢之丞同上
７称太郎秀句傘アド仁右衛門・椎之丞同上
７称太郎釣狐アド弥右衛門同上
７称太郎せつぷんシテ弥二兵衛同上
７称太郎柿山伏アド弥右衛門江戸城西丸七夕臆
１５称太郎唐相換アド仁右衛門・樋之丞他江戸城本丸臆
１５弥太郎能道成寺アドアイ今春七郎同上
１２弥太郎江戸城本丸能、煩にて出ず
１５称太郎江戸城西丸右大臣要応能、煩よくなく出ず
２１称太郎三番三北七大夫江戸城本丸公家門跡等饗応能
２１称太郎能高砂アイ北七大夫同上
年
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9３ 大蔵虎明上演年譜考
日名ｉＭ「減ｆｌ役名他鯛者
２１弥太郎せんし物アド称右衡1W他同上
２１弥太郎いく井アド八右衛門・弥右衛門同上
２３弥太郎千歳北七大夫江戸城西丸公家ﾄﾞﾘ跡等饗応能
２３弥太郎能和布刈アイ北七大夫同上
２３称太郎暦相撲アド弥右術門・樋之丞他同上
２３弥太郎栗焼シテ弥右衛門同上
９称太郎末広アド仁右衛門・橘之丞二条城後水尾天皇行幸能
９称太郎能田村アイ今春七郎同上
９弥太郎今参アド弥右衛門・梅之丞同上
９称太郎いくゐアド仁右術１,'１．弥右術'１１同上
９称太郎武懇アド弥右衛門・仁右衛１１同上
９弥太郎狸塗アド女仁右衛門・橘之丞同上
９弥太郎能三輪アイ今春七郎同上
９弥太郎能藤永アドアイ今春七郎同上
９弥太郎靭狼アド仁右術Ｆ１・樅之丞同上
９弥太郎すゑひろかりアドうりて仁右衛門・梅之丞二条城後水尾天皇行幸能
９弥太郎能田村アイ今春七郎同上
９称太郎いままいりアドしんざ弥右衛門・梅之丞同上
９弥太郎いぐゐアドしう仁右術１１１．弥右術lIWl同上
９称太郎ふあくアド下人弥右衛門・仁右衛lw1同上
９称太郎すみぬりアド女仁右衛門・梅之丞同上
９弥太郎能三鰭アイ今春七郎同上
９弥太郎能藤永アドアイ今春七郎同上
９弥太郎うつほさるアド下人仁右衛門・橘之丞他同上
９弥太郎末ひろかりアドうりて仁右衛門・橘之丞二条域後水尾天皇行幸能
９弥太郎能田村アイ今春七郎同上
９弥太郎今まいりアドしんざ弥右衛門・樋之丞同上
９称太郎いぐゐアドしう仁右衛門・弥右衛門同上
９称太郎ふあくアド下人称右衛'１．仁右衛'１１同上
９称太郎すみぬりアド女仁右衛門・樋之丞同上
９弥太郎能三絵アイ今春七郎同上
９称太郎能麗永アドアイ今春七郎同上
９称太郎うつほきるアド下人仁右衛門・樋之丞他同上
９弥太郎すゑひろかりアド仁右衛門・樵之丞二条戦後水屋天皇行幸能
９弥太郎能田村アイ今春大夫同上
９称太郎今参アド弥右衛門・梅之丞同上
９弥太郎いくゐアド仁右衛門・弥右衛門同上
９弥太郎ふあくアド弥右術門・仁右衛門同上
９称太郎すみぬりアド仁右術Ｆ１・梅之丞同上
９弥太郎能三絵アイ今春大夫同上
９弥太郎能藤永アドアイ今春大夫同上
９弥太郎靭猿アド仁右衛門・樋之丞同上
２８弥太郎犬山伏アド弥右衛門春日若宮祭礼後日能
２７弥太郎文相撲アド弥右衛門・八石術ＦＩＩ大御所秀忠江戸城本丸御成能
２７弥太郎粟田口アド仁右衛門・椎之丞同上
２７弥太郎巣アド弥右衛門・喜左衛門同上
２７弥太郎能天鼓アイ北七大夫同上
２７弥太郎靭猿アド仁右衛門・橘之丞同上
２７称太郎いく井アドしう弥右衛門・仁右術門同上
２弥太郎三番三観世三十郎大御所秀忠駿河大納言忠長邸御成能
２弥太郎能玉井／貝尽しシテ喜左衛門・八右衛門他同上、貝尽し不誕
２弥太郎音曲むこシテ弥右衛門・権之丞他同上
２称太郎墨ぬりアド女仁右術門・横之丞同上
２弥太郎よれ市アド弥右衛門・権之丞他同上
２弥太郎能三井寺アドアイ北七大夫同上
２弥太郎萩大名アド弥右衛門・喜左衛門同上
２弥太郎能海士アイ観世三十郎同上
９称太郎三番三観世三十郎将呵[家光駿河大納嵩忠促邸御成能
９弥太郎能白楽天アイ観世三十郎同上
９称太郎あさうアド仁右衛門・樵之丞他同上
９弥太郎腹不立アド弥右衛門・喜左衛門同上
９弥太郎能自然居士アイ北七大夫同上
９弥太郎蝿失念アド弥右術''１.椛之丞他同上
２１称太郎三番三今春七郎江戸城本丸諸大名饗応能
２１弥太郎能高砂アイ今春七郎同上
２１称太郎引敷むこアド弥右衛門・八右断門他同上
２１称太郎悪坊アド弥右衛門・金右衛門同上
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9４ 
他億考資科
北七大夫同上古７
仁右衛''１．樵之丞江戸城本丸公家衆饗応随古７
弥右術Ｆ１・轡左衛門他同上古７
北七大夫同上古７
弥右衝''１．八右衛１１１同上古７
樋之丞・仁右衛IlKI他江戸城西九公家衆饗応能古７
弥右術１，１.権之丞他同上古７
弥右衛門・弥二兵爾他同上古７
北七大夫同上古７
仁右衛門・梅之丞同上古７
弥右衝１１・四郎兵衛同上古７
今春七郎大御所秀忠尾鎚大納言義直邸御成能古７
弥右術Ｆ１・権之丞他同上古７
弥二兵衛・人右衛門同上古７
観世三十郎同上古７
弥右術ドリ・弥二兵衛同上古７
北七大夫同上古７
仁右衛門・権之丞他大御所秀忠水戸中納言頼房邸御成能古８
弥右衛門同上古８
弥右衛門・八右衛門同上古８
今春七郎同上古８
仁右衛Pリ・椎之丞同上古８
弥右衛門同上古８
今春七郎江戸城西丸緒大名饗応能、原l3mlElは実紀古８
今春七郎同上古８
弥右衛門・椎之丞同上古８
仁右衛門・権之丞他同上古８
北七大夫同上古８
弥右衛門
弥右衛門・弥次兵衛同上古８
仁右衛門・権之丞他将軍家光尾擾大納言義直邸御成能古８
弥右衛門・喜左衛門他同上古８
弥右衛門・弥次兵衛他同上古８
今春七郎将軍家光水戸中納言頼房脇御成能．寛永は７月３Ｒ古８
弥右衛門他同上古８
弥右衝Puルハ右衛門他同上古８
北七大夫同上古８
称右衛lnl・喜左衛門他同上古８
昏々永井信濃守尚政邸稽古能、原５月６ｐ、月日は寛永古７
横之丞・弥二兵衛他同上古７
北七大夫同上古７
弥右衛門・弥二兵衛他同上古７
仁右衛門・権之丞他大御所秀忠駿河大納言忠良邸御成能古８
弥右衛門同上古８
北七大夫同上古８
弥右衛門他同上古８
今春七郎大御所秀忠江戸城本丸御成能古８
弥右衛門他同上古８
弥右衛門・八右衛門他同上古８
弥右衛門・熊蔵同上古８
北七大夫同上古
弥右術Ｆ１・弥二兵衛同上古８
弥右術Ｆ１・喜左衛門同上古８
今春七郎江戸城本丸公家門跡等蟹応能古８
弥右iW1W・八右衛円他同上古８
熊蔵同上古８
今春七郎同上古８
弥右衛門同上古８
弥右衛門・喜左衛円同上古８
弥右衝''11.人右衛門江戸城西丸公家門跡等饗応能古８
熊蔵・弥二兵衛同上古８
今春七郎,同上古８
弥右術''１同上古８
弥右繭ﾄﾞＩ同上古８
今春七郎大御所秀忠駿河大納討忠艮邸御成能古８
春七郎同上古８
弥右iWﾄﾞ１．八右衛１，１他同上古８
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21弥太郎能三井寺
１６弥太郎爽毘沙門
１６弥太郎楽阿弥
１６弥太郎能葵上
１６弥太郎宗鑑
２２弥太郎庖丁tげこ
２２弥太郎什皮
２２弥太郎猿座頭
２２称太郎能爾士太鼓
２２弥太郎狐壕
２２弥太郎比丘頁
３弥太郎千歳
３称太郎庭船ひこ
３称太郎きかす座頭
３称太郎能椰廓
３弥太郎脇礫
３称太郎能藤戸
１４称太郎八幡前
１４弥太郎二千石
１４称太郎磁石
１４称太郎能項羽
皿弥太郎秀句傘
１４称太郎盆山
１４弥太郎千歳
１４称太郎能源太夫
１４弥太郎夷児沙門
１４称太郎靭猿
叫弥太郎能道成寺
１４弥太郎釣狐
１４弥太郎犬山伏
２１弥太郎唐相撲
２１弥太郎首引
２１称太郎猟座頭
２８称太郎＝番二
２８弥太郎能嵐山／申蝉
２８弥太郎朝生
２８称太郎能藤戸
２８弥太郎枕物狂
１６弥太郎能賀茂／田Iiil
l6弥太郎庖丁むこ
１６弥太郎能道成寺
１６弥太郎三人片輪
２４弥太郎三本柱
２４弥太郎昆布売
２４称太郎能Iiiiiml
24弥太郎首引
１０弥太郎三番三
１０称太郎能白髭／道者
１０称太郎;|Wktfこ
１０弥太郎今参
１０弥太郎能船弁慶
１０弥太郎子盗人
１０弥太郎萩大名
２２弥太郎能白楽天
２２弥太郎あざう
２２弥太郎地蔵鋒
２２称太郎脆遡成寺
２２弥太郎懇坊
２２弥太郎蟹山伏
２７弥太郎鍋八樋
２７称太郎鰭I坐守
２７弥太郎能天鼓
２７称太郎ぬけから
２７称太郎文山立
１２称太郎三番三
１２称太郎能竹生鶴
１２弥太郎八幡前
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９５大蔵虎明上演年譜考
年）ｌＨ名ＩＭＩ瀬［Ｉ役名他憤琴
１６２７１０１２弥太郎巣アド弥右i9i門・弥二兵ｉＷ同上
１６２７１０１２弥太郎随方角・アド弥右衛門．喜左衛門他同上
１６２７１０１２弥太郎あか、l）アド熊蔵同上
１６２７１０１２弥太郎腹不立シテ弥右衛門・八右術'''１同上、御所望
１６２７１０１２弥太郎能自然居士アイ北七大夫同上、御所望
１６２７１０２２称太郎三稀三今春七郎将ii[家光駿河大納言悠長邸御成能
１６２７１０２２称太郎能賀茂／111檀シテ同上
１６２７１０２２弥太郎暦相撲アド弥右術門・喜左iWlul他同上
１６２７１０２２弥太郎狸塗アド弥右術門・弥二兵衛同上
１６２７１０２２弥太郎梁焼アド熊蔵同上
１６２７１０２２弥太郎楽阿弥アド弥右衡門・弥二兵衛他同上
１６２７１０２２弥太郎能安宅アドアイ北七大夫同上
１６２７１０２９弥太郎三番三今春七郎大御所秀忠藤堂和泉守高虎邸御成能
１６２７１０２９弥太郎能嵐山／申蝉シテ同上
１６２７１０２９称太郎すゑひろかりアド弥右術１１W・弥次兵術同上
１６２７１０２９弥太郎鼻取相撲アド弥右衛門・八右衛１，１同上
１６２７１０２９弥太郎蟹山伏アド弥右衛門・喜左iWPW同上
１６２７１０２９称太郎能花月アイ今春七郎同上
１６２７１０２９称太郎能盛久アイ北七大夫同上
１６２７１０２９弥太郎地蔵舞アド熊蔵同上
１６２７１０２９弥太郎宗麓アド弥右衛門・弥二兵衛同上、御所望
１６２７１０２９弥太郎能百万アイ北七大夫同上、御所望
1６２７１１３称太郎三番三今春七郎将軍家光藤堂和泉守高虎邸御成能
1６２７１１３弥太郎能高砂アイ今春七郎同上
1６２７１１３弥太郎水懸心こアド弥右衛門・弥二兵衛同上
1６２７１１３弥太郎昆布充アド熊蔵同上
1６２７１１３称太郎頚すアド弥右衛門・八右衛Ｆ１同上
1６２７１１３弥太郎能天雌アイ今春七郎同上
1６２７１１３弥太郎あか、りアド熊蔵同上
1６２７１１３称太郎能三井寺アドアイ北七大夫同上
1６２８３４弥太郎三番三観世三十郎大御所秀忠紀伊大納言頼宣邸御成能
1６２８３４弥太郎雄竹生蝿アイ観世三十郎同上
1６２８３４称太郎音IllItrこシテ弥右衛門・権之丞他同上
16283４称太郎狸ぬりアド仁右衛門・機之丞同上
16283４称太郎能天鼓アイ北七大夫同上
16283４称太郎口まねアド熊麗・響太郎同上
１６２８３１２弥太郎千歳今春七郎大御所秀忠伊達陸奥守政宗邸御成能
１６２８３１２弥太郎能白蝿／道者アド弥右衛門他同上
１６２８３１２称太郎爽毘沙1Wリアド弥右衛門・樵之丞同上
１６２８３１２称太郎今参アド弥右衛門・熊溌同上
１６２８３１２称太郎能自然居士アイ桜井八右衛門同上
１６２８３１２弥太郎楽阿弥アド弥右衡門・喜左術1''１同上
１６２８３１４称太郎三番三今春七郎将軍家光紀伊大納言頼宣邸御成能
１６２８３１４弥太郎能白楽天アイ今春七郎同上
１６２８３１４称太郎あさうアド弥右衛門・八右衛門他同上
１６２８３１４弥太郎口まねアド熊蔵・響太郎同上
1628314弥太郎剛罪人アド弥右衛門他同上
１６２８３１８弥太郎jiL取相撲アド弥右衛門・八右衛''１大御所秀忠駿河大納言忠長邸御成能
１６２８３１８称太郎能那駆アイ北七大夫同上
１６２８３１８弥太郎ぶすアド熊蔵・弥右衛門同上
１６２８３１８弥太郎犬山伏アド弥右iWrW・仁右１W門他同上
1628321弥太能向砂アイ金霧七郎金春七郎浅草勧進能初日
１６２８３２１弥太あきうアド弥右術門・八石衛門他同上
１６２８３２１弥太三人かたはシテ八右衛門・市兵衛他同上
１６２８３２１弥太能三井寺オモアイ金春七郎同上
１６２８３２１弥太たちはいアド八右衛門・弥二兵衛同上
１６２８３２２弥太三番三ゑほし金券七郎金券七郎浅蕊勧進能二日目
１６２８３２２弥太能白蝿／道者アド弥右術門同上、鳳白鍵、逝者不記
１６２８３２２弥太ゑひすひしやもんシテ市兵衛・八右術'１１
１６２８３２２弥太いままいりアド弥右衛門・熊蔵同上
１６２８３２２弥太らくあみシテ市兵衛・弥二兵術同上
１６２８３２３弥太三瀞三子宝金群七郎金券七郎洩蕊勧進能三日目
１６２８３２３弥太能賀茂／田うへシテ同上
１６２８３２３弥太なへ八はちシテ弥二兵衛・市兵衛同上
１６２８３２３弥太花折しんほちアド熊蔵他同上
１６２８３２３弥太能道成寺アドアイ金券七郎同上
１６２８３２３弥太二人大名アド八右衛門・弥二兵衛同上
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他億考
八右衛門・弥右衛門金春七郎浅草勧進能四日目
熊蔵同上
弥右衛門・弥二兵衛同上
金春七郎同上
喜左衛門・八右衛門同上
熊蔵・再太郎将耶家光伊達陸奥守政宗邸御成能
桜井八右衛門同上
弥右衛門・弥二兵衛同上
仁右衛門・権之丞他将軍家光江戸城西丸御成能、原秀忠本丸御成
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年月
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８３ 
１６２８４ 
１６２８４ 
１６２８４ 
１６２８４ 
１６２８４ 
１６２８４ 
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１６２８４ 
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１６２８６ 
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１６２８8 
16288 
16288 
16288 
16288 
16288 
16288 
16288 
16288 
16288 
16289 
16289 
16289 
16289 
16289 
16289 
16289 
16289 
16291 
1629ウ2
1629ウ2
1629ウ2
1629ウ2
16294 
16294 
16294 
16294 
16297 
日名前演目
２４弥太はうちゃうむこ
２４弥太こふうり
２４弥太いぬ山ふし
２４弥太能藻永
２４弥太ちきりき
２６称太郎ざつまの守
２６称太郎能三井寺
２６称太郎犬山伏
２８弥太郎唐相撲
２８称太郎随方角
２８弥太郎あか固り
２８称太郎能三輪
２８称太郎柿山伏
３称太郎三番三
３称太郎能白楽天
３称太郎末広
３称太郎ざつまの守
６称太郎三番三
６称太郎能白鎚／道者
６称太郎唐相撲
６称太郎昆布充
９称太郎鍋八棺
９称太郎入岡川
９称太郎あか国り
９称太郎能百万
９称太郎悪坊
１２称太郎武悪
１２称太郎いく井
１２弥太郎太刀薄
１９称太郎比丘頁
１９弥太郎能天鼓
１９称太郎腹不立
１９称太郎あくばう
１９称太郎能三井寺
、称太郎能嵐山／申鐸
１１称太郎庖丁むこ
１１称太郎腹不立
１１称太郎能葵上
１１弥太郎清水
９称太郎三番三
９弥太郎能白楽天
９称太郎あさう
９弥太郎入岡川
９弥太郎昆布兜
９弥太郎能道成寺
９弥太郎能自然居士
９弥太郎能鉢木
９称太郎二人大名
９称太郎八尾
２６称太郎三番三
２６弥太郎能高砂
２６称太郎鹿島むこ
２６称太郎楽阿み
２６称太郎花折
２６弥太郎能道成寺
２６弥太郎首引
２６称太郎犬山伏
２８称太郎腹た、す
２１弥太郎三番神初日
２１称太郎あさう
２１弥太郎いくゐ
２１称太郎しうるん
２９称太郎せんし物
２９称太郎今参
２９弥太郎能舟弁座
２９弥太郎能項羽
２３弥太三番三
弥右衛門・八右衛門同上
熊蔵同上
北七大夫同上
弥右衛門同上
今春七郎大御所秀忠水戸中納寳頼房邸御成能
今春七郎同上
弥右衛門・弥二兵衛同上
熊麗・轡太郎同上
今春七郎将軍家光駿河大納言忠長邸御成龍
昏々同上
弥右衛門・権之丞他同上
熊蔵同上
仁右衛門・椎之丞将軍家光水戸中納言頼房邸侮成能
弥右衛門・喜左衛門同上
熊蔵同上
北七大夫同上
弥右衛門・八右衛門同上
弥右衛門・仁右衛門江戸城西九公家門跡衆饗応能
熊蔵・弥右衛門同上
弥右衛門・弥二兵衛同上
弥右衛門・弥二兵衛江戸城本丸公家門跡衆饗応能
観世三十即同上
頗篭・八右衛門同上
弥右衛門・市兵術同上
北七大夫同上
大御所秀忠尾張大納言義直邸御成能
弥右衛門・八右衛門他同上
熊溌・八右衛門同上
観世三十郎同上
弥右衛門同上
今霧七郎将駆家光尾張大納言義直邸御成能
今春七郎同上
弥右衛門・八右衡門他同上
弥右衛門・喜左衡門同上
熊蔵同上
北七大夫同上
北七大夫同上
北七大夫同上
八右衛門・弥右術Ｆ１同上
弥二兵衛同上
今春七郎大御所秀忠江戸城本丸御成能
今春七郎同上
弥右衛門・八右1W門他同上
弥右衛門・弥次兵１W他171上
熊蔵他同上
今春七郎同上
弥右衛門他同上
弥右衛門・弥二兵衛同上
樋之丞同上
北七大夫北七大夫山王立願能
喜左衛円・瞥介他同上
臓蔵・喜左衛門同上
喜左衛門・又兵術同上
弥右１６５門大御所秀忠加賀中納曾利術邸御成能
熊蔵同上
北七大夫同上、シテは御成留桜による
同上
北七大夫北七大夫浅草勧進能初日
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９７大蔵虎明上演年譜考
年月日名IMI演目
１６２９７２３弥太あさう
１６２９７２３弥太はなとりすまふ
１６２９７２３弥太くひ５１
１６２９７２４弥太ひつしきむこ
１６２９７２４弥太犬山ふし
１６２９７２４弥太きつくわ
１６２９７２４弥太にやくいち
１６２９７２５弥太したうはうかく
１６２９７２６弥太能白鑑／道者
１６２９７２６弥太いもし
'６２９７２６弥太いく井
１６２９７２７弥太しせんせき
１６３０５１８弥太（よらきらす
１６３０５１８弥太ふくろう
１６３０５１９弥太三番三
１６３０５１９弥太なへ八はち
１６３０５１９弥太はき大名
１６３０５１９弥太連歌盗人
１６３０５２０弥太にわとりむこ
１６３０５２０弥太すみぬり
１６３０５２０弥太能道成寺
１６３０５２０弥太あさいな
１６３０５２１弥太らうむしや
1６３３３３称太郎いるま111
163333称太郎能三井寺
1６３３３３称太郎Ｉまらたてす
１６３３４１１弥太郎三番三
１６３３４１１弥太郎能白楽天
１６３３４１１弥太郎ひつＬきむこ
１６３３４１１称太郎かんいす人
１６３３６２２弥太三番三
１６３３６２２弥太能賀茂
１６３３６２２弥太末広
１６３３６２２弥太悪房
１６３３６２２弥太蔭庁守
１６３３６２５弥太やわたのまへ
１６３３６２５弥太ふすまう
１６３３６２５弥太かなづ
１６３３６２６弥太能賀茂／田うへ
１６３３６２６弥太したうはうかく
１６３３７１８弥太ざつまのかみ
１６３３７１３弥太ふあく
１６３３７１９弥太あわた口
１６３３７１９弥太あさいな
１６３３７２０弥太いくゐ
１６３４７２１弥太ひけやくら
16349１弥太いるまⅡ１
１６３４９１弥太子いす人
16349１弥太あくはう
１６３４９２弥太三番神
16349２弥太能賀茂／田植
１６３４９２弥太せんし物
16349２弥太ちしやく
16349２弥太三人かたわ
16349２弥太なかみつ
16349２弥太郎三番三
16349２称太郎長光
1６３４１０７称太郎ひくさだ
】６３５１２８称太郎能道成寺
１６３５１２８称太郎ぼんざん
１６３５３３０称太郎謹松
１６３５６２５弥太郎いるま川
１６３５６２５称太郎ちきりき
１６３５８１８弥太郎らくあみ
１６３５８２０称太郎茶つほ
１６３５１０２８称太郎式三番
１６３６５１０弥太郎きんや
他備琴資料
喜左衛門・八右衛円他同上 控
弥右衛門・八右南門同上 控
弥右術門・喜左衛門他同上 控
八右衛門・喜左衛門他北七大夫浅草勧進能二日目控
弥右衛円・弥二兵術同上一一一一一一一一一一一一控一
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熊蔵・轡太郎同上
弥右衛門・兵吉他同上
八右衛門・弥二兵衛北七大夫浅草勧進能三日月
喜左衛門北七大夫浅草勧進能四日目、原白髪、道者不
熊蔵・人右衛門同上
熊蔵・弥右衛門同上
八右衛門同上
喜左衛門。弥二兵術金剛大夫浅草勧遮能初日
弥右衛門・四郎同上
金剛右京金剛大夫浅草勧進能二日目
八右衛門・弥二兵術同上
熊蔵・轡太郎同上
市兵衛・八右衛門同上
熊蔵・市兵衛他金剛大夫浅草勧進能三日月
弥二兵衛・人右衛門同上
金鬮右京同上
弥右衛門同上
弥右衛門他金剛大夫浅草勧進能四日目
喜左衛門・市兵術江戸城将軍家光代替り祝賀能
北七大夫同上
喜左衛門・喜太郎同上
金春七郎江戸城公家衆霧応能
金春七郎同上
称右衛１Ｗ・喜左衛門同上
弥右衛門・弥次兵衛同上
金春七郎将軍家光江戸域西丸御成能
金春七郎同上
弥右衛門ｃ八右衛門同上
弥右衛門同上
八右衛門・四郎同上
八右衛門・喜左衡門他北七大夫深川勧進能初日
弥二兵衛・喜太郎同上
長吉・八右衛門他同上
北七大夫深川勧進能二日目
八右衛円・喜太郎同上
八右衛門・喜太郎北七大夫深川勧進能三日目
八右衛門・弥右術門同上
人右衛門・弥二兵衛北七大夫深川勧進能四日目
弥右衛門同上
八右衛門・弥二兵衛北七大夫深川勧進能五日目
弥右衛門他二条城公家諸大名饗応能
弥右衛門・八右衛門仙洞御所観世喜多立合能初日
弥右衛門・弥次兵衛同上
弥右衛門・八右衛門同上
七大夫仙洞御所観世喜多立合能後日
昏々同上
弥右衛門他同上
弥右衛門・轡太郎同上
弥右衛門・八右衛門他同上
権之丞,八右衛門同上、前期は弥右術門
七大夫仙洞御所観世喜多立合能後日
仙洞御所観世喜多立合能後日、三拾八歳
弥右衛門江戸城本丸公家衆饗応能
永井日向守江戸城二の丸松平陸奥守政宗茶事能
同上
権之丞江戸城二の丸茶事能
弥右衛1Ｗ・八右斯門江戸城本丸能
弥右衛門・弥次兵衛他同上
江戸城二の丸水戸中納言頼房茶事能
江戸城二の丸井伊掃部頭直孝茶事能
本多美作守江戸城二の丸水戸中納言頼房茶事能
弥右衛門・八右衛門江戸城日光祭礼済祝賀公家門跡諸大名饗応能
原白髪、道者不記
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他備考
弥右衛門同上
北七大夫同上
今春江戸城日光祭礼済祝賀蹴本出家衆霧応能
弥右衛'''1.喜左術ll11iij止
金春八左衛門江ﾉｺﾞ城しl光御社参御祝儀御能
太I､備中守資宗邸饗応姥
同上
北七大夫春Ｈ周邸慰み能
北七大夫liil上
喜左衛門・作十郎同上
仁右衛ドリ・伝右衛門同上
八右衛門同上
八右衛門・弥次兵衛太田備中守資宗邸饗応能
弥次兵術・市郎兵衛同上
同上
同上
江戸城本丸公家衆饗応能．月日は寛永
仁右衛門同上
同上
鷺同上
八右衛門・弥次兵衡江戸城二の丸慰み能
観世大夫江戸城本丸諸大名饗応能、月日は寛永
喜左衛門・弥次兵衛同上
仁右衛門同上
江戸城本丸緒大名饗応能
鷺同上
八右衛門・喜左衛門江戸城安部豊後守忠秋茶事能か、月日は実紀
仁右衛門・伝右衛門同上
八右衛門・右衛門太郎池田相模守光仲邸喜多流能、月日なし
金石衛門同上
江戸城二の丸松平伊豆守信綱茶駆能
仁右衛門・伝右衛門同上
八右衛Ijl・四郎兵衛IMLliil田筑前守光高邸祝賀能
八右衛''１１.作十郎同上
仁右衛門・伝右術門同上
仁右衛門・喜左衛門同上
八右衛門・喜左衛門同上
八右衛門・弥次兵衛掘田加賀守正盛邸天海糟正饗応能
仁右衛門・八右衛門同上
八石衛門江):『城二の丸朽木氏部少葡植綱茶耶能
北七大夫同上
源五左衛門・四郎兵衛江戸城二の丸慰み能
八石衛門尾扱徳川家幡礼祝賀能初ロ
ハ右衛門・弥次兵衛尾張徳川家幡礼祝賀能後日
江戸城二の丸略式横能
作十郎江戸城二の丸狂言尽
八右衛門・四郎兵衛同上
人右衛門・弥次兵衛同上
八右衛門・喜左衛門同上
八右衛門・喜左衛門江戸城本丸公家衆饗応能
江戸城本丸公家衆饗応能
八丁堀朗消寺悪多父子法楽能
騨左衛ＩＭＩ・四郎兵衛他同上
八石衛門江戸城本丸若君誕生祝賀能初日
江戸城本丸若君挺生祝賀能二日目
八石衛門・四郎兵衛江戸城二の丸若君鍵生祝賀能
喜左衛門・作十郎燭津薩摩守光久邸老中招繍能
松平新太郎光政邸振舞能
弥次兵衛・佐左衛門他伊達陸奥守忠宗邸若君誕生祝賀老中招鮒能
榔左術''１．六兵iＷ伊達陸奥守忠宗邸老中招禰後宴能
江戸城本丸公家衆憂応能
力Ⅱ磯式部少輸IFI成邸能
同上
脚左衛門松平相模守光仲邸祝賀能
将軍家光掘田加賀守正盛邸御成能、ロは城
江戸城本丸日光社参済祝賀能
土井大炊頚利勝邸物頭衆振舞能
名前演目役名
称太郎あさいなアド
弥太郎能獅子アイ
弥太郎三番三
弥太郎ゑひす大こぐアド
弥太郎三番里
弥太郎ふし松シテ
弥太郎ふすシテ
弥太郎三番三
弥太郎能賀茂アイ
弥太郎宗證シテ
弥太郎いくゐアド
称太郎二千石シテ
称太郎薩摩守アド
弥太郎楽阿弥シテ
弥太郎ざつまの守シテ
称太郎らくあみシテ
弥太郎三人片絵シテ
弥太郎犬山伏アド
称太郎三人かたわシテ
弥太郎犬山伏アド
弥太郎災毘沙門シテ
弥太郎三番三
弥太郎なへ八楢シテ
弥太郎いくゐアド
称太郎鍋八はちシテ
弥太部いくゐシテ
弥太郎福の神シテ
弥太郎宗醤アド
称太郎粟田口シテ
弥太郎枕物狂シテ
弥太郎能八嶋／那須与一シテ
称太郎犬山伏アド
称太郎あさうシテ
称太郎宗詮シテ
弥太郎いくゐシテ
称太郎ふあくシテ
弥太郎福の神アド
称太郎蚊相換シテ
称太郎いくゐアド
称太郎二千石シテ
弥太郎能道成寺アドァイ
弥太郎ふくろうアド
弥太郎くらま参シテ
弥太郎鎧アド
弥太郎縁もちさけシテ
弥太郎鋼庖丁シテ
弥太郎薩摩守アド
弥太郎掴盗人シテ
弥太郎いくゐアド
弥太郎巡歌盗人シテ
弥太郎遮歌盗人シテ
弥太郎能賀茂／田うヘシテ
弥太郎まくら物狂シテ
弥太郎いくゐシテ
弥太郎ゑひす腿沙門シテ
弥太郎犬山伏シテ
弥太郎末広シテ
弥太郎犬山伏シテ
弥太郎目近シテ
弥太郎寵鑑シテ
弥太郎ふすまふシテ
弥太郎あわた口シテ
弥太郎ひくきたシテ
称太郎あさふシテ
弥太郎らくあみシテ
弥太郎よれ市シテ
弥太郎ひく定シテ
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９９大蔵虎明上演年譜考
年月日名前演目役名他備考涜料
１６４２５１５称太郎ゑひすひしやもんシテ江戸城本丸日光法駆済祝賀能寛永
１６４２６８弥太郎犬山ふしシテ酒井讃岐守忠勝邸旗本衆饗応能寛永
１６４２８３称太郎すへひろかりシテ江戸城二の丸松平伊豆守僑網茶事能寛永
１６４３７１８弥太郎ゑひすひしやもんシテ八右衛門江戸城本丸朝鮮人御馳走能行幸仙洞
１６４５２１４弥右衛門狂言「￣薪能二日目南大門鰭一一一一一一薪－－
１６４５１１３弥右術1J、福のかみシテ八右衛門・喜左術1Ｗ大納言家網井伊掃部頭直孝邸御成能控
１６４６３１７弥右衛門すはじかみシテ長吉弥太郎興行道潅五十年忌狂言尽、原弥左衛門控
１６４６３１７弥右衛門枕物狂シテ豊右衛門・一郎兵iW他同上控
１６４６３１７弥右衛門二千石シテ又兵衛同上控
１６４８４２６弥右衛門いぐゐシテ佐左衛門・弥二兵術日光東照宮家康三十三年忌能初日控
１６４８４２６弥右衛門しうるんアド仁右衛門同上控
１６４８４２６弥右衛門あさいなシテ豊右衛門同上控
１６４８４２６弥右衛門いくゐシテ日光東照宮家康三十三年忌能初日行幸仙洞
１６４８４２６弥右衛門宗論アド仁右衛門同上行幸仙洞
１６４８４２６弥右衛門あさいなシテ同上行幸仙洞
１６４８４２７弥右衛門能賀茂／田うヘシテ日光東照宮家康三十三年忌能後日控
１６４８４２７弥右衛門ゑぴすぴしやもんシテ佐左衛門・豊右衛Ｆ１同上控
１６４８４２７弥右衛門しうぐがらかさシテ弥次兵衛・太兵衛同上控
１６４８４２７弥右衛門文山だちシテ弥次兵衛同上控
１６４８４２７弥右衛門ゑひすひしやもんシテ日光東照宮家簾三十三年忌能後日行幸仙洞
１６４８４２７弥右衛門しうぐからかきシテ同上行幸仙洞
１６４８４２７弥右衛門文山たちシテ同上行幸仙洞
１６５１８２２弥右衛門いくゐシテ称太郎・八右衛門家綱将軍宣下能初日控
１６５１８２２称右衛門井杭シテ同上宣
1６５１９５弥右衛門三番里金春元僧家綱将軍宣下能二日目宜
16519５弥右衛門麻生シテ同上宜
１６５１９２２弥右衛門目近米骨シテ家綱将軍宣下能三日目宣
1６５１１１８弥右衛門かくれがさシテ長大夫・弥二兵衛江戸城本丸庫籔雌控
１６５２１１２８弥右衛門神崎アド渡し守八右衛門春日着宮祭礼後日能、藤魔守若宮
16532６弥右衛門八幡前シテ八右衛門・弥二兵衡他薪能初日南大門能古２
１６５３２６弥右衛門八幡前シテ八右衛門・弥次兵衛薪能初日南大門能薪
１６５３２８弥右術門あきうアド弥太郎・弥二兵衛他薪能三日目御社上り、薪は「狂言｣、役者名なし古２
１６５３８１６弥右衛門末広シテ長大夫・佐左衛門江戸城本丸公家衆饗応能古９
１６５４２６弥右衛門二千石シテ弥二兵衛薪能初日南大門能、殊外出来之由古２
１６５４２６弥右衛門ジセン石シテ弥次兵衛薪能初日南大門能薪
１６５４２１０弥右衛門鹿島むこアドしうと八石衛WI,弥二兵衛他薪能三日目御社上り、薪は弥右衛門ナシ古２
１６５４１１２８弥右衛門腹タテズシテ弥太郎・弥次兵衛春日若宮祭礼後日能若宮
16552６弥右衛門ワラハシテ弥次兵術薪能初日南大門能、をこさこイ薪
１６５５２１３弥右術門節分ノ夜シテ弥次兵術・弥太郎薪能三日目御社上り、ふくの神イ薪
１６５５３２１弥右衛門いくゐシテ金右衛門・小兵衛堺七堂勧進狂言初日明暦
１６５５３２１弥右衛門しせんせきシテ弥次兵衛同上明暦
１６５５３２１弥右衛門三人かたわシテ八右衛門・称太郎他同上明暦
１６５５３２３弥右衛門いま参シテ弥次兵術・平左衛門堺七堂勧進狂言二日目明暦
１６５５３２３弥右衛門枕物狂シテ消十郎・甚兵衛他同上明暦
１６５５３２３弥右衛門ふあくシテ弥次兵衛・太左衛門同上明暦
１６５５３２５弥右衛門ひくさたシテ藤二郎・久太郎堺七堂勧進狂言三日目明暦
１６５５３２５弥右衛門ほうしか母シテ小兵衛同上明暦
１６５５３２５弥右衛門連歌盗人シテ清十郎・孫左衛門同上明暦
１６５５３２６弥右衛門はなこシテ弥次兵術・太左衛門堺七堂勧進狂言四日目明暦
１６５５３２６弥右衛門しうるんシテ金右衛門・二郎左衛門同上明暦
１６５５３２７弥右衛門すみぬりシテ小兵衛・太左衛門堺七堂勧進狂言五日目明暦
１６５５３２７弥右衛門すわうおとしシテ清十郎・弥次兵衛同上明暦
１６５５３２７弥右衛門さつまのかみシテ与三右衡門･市左衡門同上明暦
１６５５３２９弥右衛門はなこシテ弥次兵衛・次右衛門石河土佐守邸狂言尽明暦
１６５５３２９弥右衛門かき山ふしシテ小兵衛同上明暦
１６５５３２９弥右衛門うつほきるシテ弥次兵術・太左衛門他同上明暦
１６５５７２４弥右衛門今参シテ小兵衛弥右衛門宅小幡勘兵備景憲招待狂言尽古５
１６５５７２６弥右衛門二人袴シテ太左衛門・弥二兵衛他江戸城二の丸慰み能古５
１６５５７２６弥右衛門米一シテ弥次兵衛・八右衛Ｆ１他同上古５
１６５５７２６弥右衛門金頭地蔵・シテ佐左衛門・八右衡門他同上古５
１６５５８１７弥右衛門祢宜山伏シテ弥二兵衛・太左衛門他江戸城二の丸慰み能古５
１６５５８１１弥右衛門伯養シテ弥次兵衛・太左衛１，１同上古５
１６５５８１７弥右衛門唐相換シテ長大夫・弥次兵衛他同上一古５－
１６５５８２２称右衛円舞もちきけシテ八右衛門・長大夫大久保加賀守忠職邸酒井雅楽頭忠清饗応藤子古５
１６５５８２２弥右衛門舞うかひシテ同上古５
１６５５８２２弥右衛門ぶすシテ八右衛Ｆ１･長大夫同上古５
１６６０２７弥右衛門文相撲シテ弥二兵衛・太左衛門薪能初日南大門能、薪は弥太郎・めかくし古２
１６６１１１２８弥右衛門狂言シテ弥太郎・弥次兵衛春日着宮祭礼後日能若宮
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101大蔵虎明上演年譜考
蚊相撲 ■■■■■ 
歌仙 ■l■■■■■■■■■■■■■■~－－＝■■■■■■■■ 
金津 ■■■■圃■Ｆ可■■■■■■■￣ﾜ…
金津地蔵 ---~■函Ｅ二一一
一一■■■■
函四■■I■■■■■■■■■■■－－■■I■■■■■■圏￣■■■■■■Ⅱ■■■■■■l■■■■￣■■■■■■■■
図一■I■■■■■■■U■■I■■■I■■■￣■■■■■■■■Ⅷ￣■■Ⅱ■■－－■■■■－－ 
面一一一一
曲名 虎消 虎明 猜虎 虎清本 虎明本 寛文書上 異曲名
○ ○ ○ ○ 蚊之相撲
○ 
○アド ○アド ○ 金津地蔵
○ ○アド ○ ~金津
金若 ○ 
蟹山伏 ○ ○アド ○ ○ ○ ○ 
鐘の音 ○ ○ 
蚊之相撲 ○ 蚊相撲
鎌腹 ○ 腹きらず
神鳴 ○アド ○ ○ 
川上 ○ 
河原太郎 ○ ○ 
腐雁金 ○アド ○鋒 ○ ○ 
神崎 ○アド ○ 薩摩守.ただのり
厩礫 ○ ○アド ○ ○ 
腐盗人 ○ ○ ○アド ○ ○ 
祇園 ○ 
不聞座頭 ○ ○ ○ ○ 
ぎしやく ○ 磁石
狐塚 ○ ○アド ○ ○ 
牛馬 ○ ○アド ○ ○ 
金藤左衛門 ○ 
禁野 ○ ○アド ○ ○ ○ ○ 
杭か人か ○ 
菌 ○ 
圃罪人 ○ ○アド ○ ○ ○ 
口真似 ○ ○ ○ ○ ○ 
口真似錦 ○ 
首引 ○ ○ ○アド ○ ○ 
<も ○ 
鞍馬参 ○○舞 ○○舞 ○ ○ ○ 
栗焼 ○アド ○ ○ ○ ○ 
鶏猫 ○ 
鶏泣 ○ ○ 
乞聟 ○ 
柑子 ○ ○ 
柑子俵 ○ 
膏薬煉 ○アド ○ ○ 
腰祈 ○ ○アド ○ ○ 
御前座頭 ○ ○ 
子盗 ○ ○ 子21Ｍ`人の子
子盗人 ○ ○アド ○ ○ 子盗･盗人の子
菓争 ○ 
昆布売 ○ ○アド ○ ○ ○ 
昆布柿 ○ ○ ○ 
こんくわい ○ 釣狐
饗の目 ○アド ○ ○ ○ 
さいほう ○ 
ざざい ○ 
座禅 ○ 
察化 ○アド ○ ○ ○ 見乞の察化
薩摩守 ○ ○ ○ ○ ○ 神崎･ただのI）
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１０２ 
匿曲名 虎清 虎明 清虎 虎iW本 虎明本 寛文書上 異曲名座頭 ○ 猿座頭 ○ ○アド ○アド ○ ○ ○ 猿郵 ○ ○ 三国の百姓 ○ 三人片輪 ○ ○ ○ ○ ○ 三人の長者 ○ 三人夫 ○アド○舞 ○舞 ○○舞 ○ ○ 三本柱 ○ ○アド ○ ○ ○ 地獄僧 ○ 磁石 ○ ○アド ○ ○ ○ ぎしやく二千石 ○ ○ ○アド ○ ○ 地蔵舞 ○ ○ ○ 止動方角 ○ ○ ○ ○ ○ 樺 ○ ○アド ○ ○ 清水 ○ ○アド ○ ○ 鬼清水舎弟 ○ ○ ○ 秀句傘 ○ ○ ○ ○ ○ 宗論 ○ ○ ○ ○ ○ 柱杖 ○ 其奪 ○アド ○ ○ ○ 末広 ○ ○ ○ ○ ○ 素抱落 ○ ○ ○ ○ ○ 蝋庖丁 ○ ○ ○ ○ 酢藍 ○ ○ ○ 墨塗 ○ ○ ○ ○ ○ 相撲 ○ 大名すり ○ 政頼 ○アド ○ ○ 節分 ○アド ○ ○ ○ ○ 節分の夜 ○ 福の神蝉 ○ 煎物 ○ ○アド ○ ○ ○ 惣八 ○ ○ ○ 空腕 ○ ○ 大黒連歌 ○ ○ ○ 大臘名 ○アド 相撲宝の槌 ○ ○ ○ ○ 槌竹の子 ○ ○アド ○ ○ 蛸 ○ ○ ただのり ○ 神崎・薩摩守太刀蕪 ○ ○アド ○ ○ ○ 樽鋒 ○アド ○ 無縁鋒俵藤太 ○ 米市千切木 ○ ○ ○ ○ ○ 棒千切木竹生島参 ○ ぬらぬら千鳥 ○ ○ 茶壷 ○アド ○ ○ ○ ○ 忠喜 ○ 通円 ○ ○ ○ 筑紫奥 ○アド ○ ○ 槌 ○アド 宝の槌釣狐 ○ ○アド ○ ○ ○ こんくわい
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窪
曲名 虎清 虎明 清虎 虎清本 虎明本 寛文替上 異曲名
釣針 ○ 
手車 ○ 鈍太郎
唐人相撲 ○ ○ 唐相撲
唐相撲 ○ ○ ○ ○ ~唐人相撲-－
時 ○ 
どちはぐれ ○ 
飛越 ○ ○ ○ ○ ○ 
土筆 ○ ○ ○ 
丼砿 ○ ○アド ○ ○ ○ 
吃 ○ ○ ○ あん太郎
鈍根草 ○ ○ 
鈍太郎 ○ ○アド ○ ○ 手車
長光 ○ ○ ○アド ○ ○ 
泣尼 ○ ○ 
名取川 ○アド ○ ○ 
鍋八接 ○ ○ ○ ○ ○ 
腫物 ○ 
業平餅 ○アド
成上 ○ ○ 
鳴子 ○ 
縄絢 ○ ○ 
仁王 ○ 
二九十八 ○ ○ 
若市 ○ ○アド ○ ○ ○ 
鶏錦 ○ ○ ○ ○ ○ 
抜殻 ○ ○アド ○ ○ ○ 
塗師 ○アド ○ ○ 
盗人 ○ 
盗人蜘蛛 ○ 
盗人の子 ○ ○アド ○ 子盗･子盗人
ぬらぬら ○○舞 ○ 竹生島参
禰宜山伏 ○ ○ ○ ○ 伊勢山伏
寝替 ○ 
寝声 ○ 
祝言神楽 ○ 
萩大名 ○ ○アド ○ ○ ○ 
博突十王 ○ 
伯養 ○ ○ ○ ○ 
博労 ○ 
八句連歌 ○ ○アド ○ ○ 
鉢叩 ○ 
花争 ○ ○ 
花折 ○アド ○アド ○ 花折新発意
花折新発意 ○アド ○ ○ 花折
花子 ○ ○ ○ ○ ○ 
鼻取 ○アド 鼻取相撲
鼻取相撲 ○ ○アド ○アド ○ ○ 鼻取
花盗人 ○アド ○ ○アド ○ 
腹きらず ○ ○ 鎌腹
腹不立 ○ ○ ○ ○ ○ 腹不立の正直坊
腹不立の正直坊 ○アド 腹不立
張蛸 ○ 
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害曲名 虎漬 虎明 清虎 虎清本 虎明本 寛文書上 異曲名比丘定 ○ ○ ○ ○ ○ 髭櫓 ○ ○アド ○ ○ 毘沙門 ○ 引括 ○ ○ ○ 引括女引括女 ○ 引括引敷課 ○ ○ ○ ○ ○ 人馬 ○ ○ 樋の酒 ○ 武悪 ○ ○ ○ ○ ○ 吹取 ○ 福の神 ○ ○ ○ ○ ○ 節分の夜巣 ○ ○ ○ ○ 富士松 ○ ○アド ○ ○ 附子 ○ ○ ○ ○ ○ 文相撲 ○ ○ ○ ○ ○ 無布施経 ○ ○ 二人大名 ○アド ○ ○ ○ ○ 起上I)こぼし二人袴 ○ ○ ○ ○ ○ 仏師 ○ ○ ○ 船渡課 ○ 船渡り製船渡り聾 ○ 船渡聟舟船 ○ ○ ○ ○ 文荷 ○ ○ 文山立 ○ ○ ○ ○ ○ 文蔵 ○ ○ ○ 法師ケ母 ○ ○ ○ ○ 棒縛 ○ ○アド ○ ○ ほうじやう ○ 棒千切木 ○ 千切木庖丁聾 ○ ○ ○ ○ ○ 益々頭 ○ ○ 骨皮 ○ ○アド ○ ○ ○ 盆山 ○ ○ ○ ○ 枕物狂 ○ ○ ○ ○ ○ 松脂 ○ ○ ○ 松山 ○ 松楳 ○○舞 ○ 継子 ○ 鞠座頭 ○ 饅頭 ○ 箕被 ○ 見乞察化 ○アド ○ 察化水掛 ○アド 水掛鋒水掛鐸 ○ ○ ○ ○ ○ 水掛御年貢 ○アド眉目吉 ○ 無縁鋒 ○ ○アド 樽鐸聾入り ○ ○アド鋒入天狗 ○ 胸突 ○ ○ 目近 ○アド ○ ○ 目近込骨目近込骨 ○ ○ ○ 目近
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曲名 虎楕 虎明 清虎 虎清本 虎明本 寛文轡上 異曲名
餅酒 ○○舞 ○舞 ○舞 ○ ○ 
八尾 ○ ○ ○ ○ ○ 
薬水 ○ ○アド ○ ○ 
痩松 ○ Ｌノ
山立 ○ 
遺子 ○ 
八幡前 ○アド ○ ○ ○ ○ 八幡鐸
八幡鐸 ○ 八幡前
祐善 ○アド ○ ○ 
横座 ○アド ○ ○ 
米市 ○ ○ ○アド ○ ○ 俵藤太
呼声 ○ 
鎧 ○アド ○アド ○ ○ ○ 
楽阿弥 ○ ○ ○ ○ ○ 
連歌十徳 ○ 
連歌盗人 ○ ○ ○ ○ ○ 
連歌毘沙門 ○ ○ ○ 
連雀 ○ 
老武者 ○ ○アド ○ ○ 
六地蔵 ○ 
呂蓮 ○ ○ 
若菜 ○ ○アド ○ 
わらは ○ 右近左近か
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